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第 44 号 令和 5年 5月（2）七　高　同 窓 会 だ よ り

　

今
春
、
我
ら
が
母
校
七
尾
高
校
で
は
第
28
代
樋
上
哲
也
（
高
36
）
新
学
校
長

が
着
任
さ
れ
、
2
0
0
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
入
学
式
を
挙
行
さ
れ
て
令
和

５
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
樋
上
校
長
先
生
と
同
時
に
黒
坂
昭
弘
（
高

39
）
副
校
長
、
青
木
信
幸
（
高
38
）
教
頭
、
藤
澤
恒
（
高
41
）
主
幹
教
諭
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
が
七
尾
高
校
で
教
鞭
を
取
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方

で
す
。
滝
渉
（
高
36
）
事
務
長
を
含
め
て
０
Ｂ
フ
ル
ラ
イ
ン
体
制
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
学
校
の
歴
史
上
も
初
め
て
の
同
窓
生
に
よ
る
管
理
職
布
陣
と
な
り
、

同
窓
会
と
し
て
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
で
こ
の
３
年
間
に
渡
り
特
集
し
て
参
り
ま
し
た
七
尾
高

校
の
天
文
台
が
モ
チ
ー
フ
の
青
春
漫
画
「
君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
」
が
４

月
か
ら
Ｔ
Ｖ
で
放
映
が
開
始
さ
れ
、
６
月
に
は
実
写
映
画
が
封
切
り
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

聖
地
巡
礼
で
七
尾
の
町
が
賑
わ
い
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
自
身
の
出
身
地
や

出
身
高
校
の
七
尾
高
校
を
ネ
タ
と
し
て
利
活
用
で
き
れ
ば
大
変
良
い
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
で
も
今
年
の
七
高
祭
で
「
君
ソ
ム
」
に
取
り
組

み
盛
り
上
げ
た
い
と
企
画
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
同
窓
会
で
も
よ
う
や
く
雌
伏
の
時
節
を
耐
え
て
同
窓
会
懇
親

会
を
開
始
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皮
切
り
に
５
月
の
関
西
同
窓
会
、
続
い
て
全
国

の
地
区
同
窓
会
が
開
催
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
同
窓
生
の
皆

さ
ん
に
は
是
非
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
、
七
尾
高
校
は
創
立
1
2
5
年
の
区
切
り
を
迎
え
る
年
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
５
年
に
一
度
の
「
同
窓
会
名
簿
」
を
発
刊
致
し
ま
す
。

住
所
変
更
や
勤
務
先
に
つ
い
て
も
同
封
の
異
動
変
更
届
の
提
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
刊
行
に
あ
た
り
材
料
費
等
の
高
騰
に
よ
る
影
響
に

よ
り
印
刷
費
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
何
卒
こ
の
名
簿
へ
の
広
告
に

よ
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

９
月
に
は
和
倉
温
泉
あ
え
の
風
で
総
会
並
び
に
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
集
り
頂
き
旧
交
を
温
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
・
・
ど
う
ぞ
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
母
校
の
教
育
活
動
に
物
心
両
面
に
わ
た
り

ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
高
い
成

果
を
あ
げ
ら
れ
た
大
西
誠
前
校
長
よ
り
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
、
本
年
４
月
に
校

長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
、本
校
は
１
２
５
年
目
の
歩
み
に
入
り
ま
す
。
校
訓「
至
誠
・
剛
健
・

敢
為
」
の
も
と
、文
部
科
学
省
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

の
第
Ⅴ
期（
全
国
で
12
校
）、石
川
県
教
育
委
員
会
か
ら「
い
し
か
わ
ニ
ュ
ー
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」（
県
内
で
５
校
）
の
指
定
を
受
け
、
多
様
な
価
値
を
尊

重
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
作
り
出
す
こ
と
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
積
極

的
に
行
動
す
る
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
か
つ
て
同
窓
会
係
と
し
て
数
多
く
の
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
窓
生
と
い
う
だ
け
で
一
気
に
距
離
が
縮
ま
り
、
温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
語
り
合
っ
た
楽
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
感
染
症
対
策
の
変
更
に
よ
り
、
教
育
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
拡
大

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
再
開
さ
れ
る
本
部
・
各
地
区
同
窓
会
で
、
母
校
の
近
況
と

し
て
生
徒
た
ち
の
学
習
や
部
活
動
等
に
お
け
る
活
躍
を
ご
報
告
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
は
七
尾
の
自
然
・
町
並
み
や
本
校
校
舎
が

美
し
く
描
か
れ
て
い
る
漫
画
「
君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
」
の
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
が
４
月
よ
り
放
送
さ
れ
、
６
月
に
は
実
写
映
画
も
公
開
さ
れ
ま
す
。
母
校
の

様
子
を
新
た
な
形
で
お
届
け
で
き
る
こ
と
も
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
職
員
一
同
手
を
携
え
て
、
同
窓
生
の
皆
様
が
母
校
七
尾
高
校
の

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
の
教
育
活
動
に

努
力
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
祈
念
し
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

着
任
の
ご
挨
拶　
　
　
　
校　
　

長　
　
　

樋
上　

哲
也　
（
高
36
）

　

母
校
は
今
・
・
・　
　
同
窓
会
会
長　
　

津　

田　

文　

雄　
（
高
20
）
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■
顧　

問

圓
山　

義
一
（
中
38
）

佐
原　

吉
博
（
高
7
）

大
林　

重
治
（
高
13
）

山
本
み
の
る
（
女
31
）

■
会
長

津
田　

文
雄
（
高
20
）

■
名
誉
会
長
〈
校
長
〉

樋
上　

哲
也
（
高
36
）

■
副
会
長

大
岩　

為
一
（
高
17
）

魚
岸
志
乃
富
（
高
23
）

小
川　

幸
彦
（
高
26
）

久
保　
　

聡
（
高
27
）

鰀
目　
　

剛
（
高
30
）

内
田　

幸
子
（
高
32
）

佐
原　

博
之
（
高
33
）

長
谷
川
明
子
（
高
34
）

前
山　

英
規
（
高
39
）

木
村　

静
夫
（
高
40
）

■
議　

長

田
中　

道
夫
（
高
23
）

■
副
議
長

多
田　
　

朗
（
高
25
）

■
監　

事

今
村　

七
郎
（
高
13
）

所
司　

久
雄
（
高
20
）

佐
原
加
津
美
（
高
27
）

■
理　

事

古
川　

正
弘
（
中
42
）

田
中　

三
郎
（
中
46
）

谷　
　

為
之
（
中
46
）

後
藤　

由
雄
（
中
47
）

稻
葉　
　

健
（
中
48
）

垣
内　

外
美
（
女
28
）

村
守　

絹
子
（
高
1
）

木
下　

成
一
（
高
2
）

長
澤　

秀
子
（
高
2
）

前
川　

貞
夫
（
高
3
）

桜
井　

洋
子
（
高
3
）

寺
岡　

順
治
（
高
4
）

大
場　
　

悟
（
高
4
）

春
成　
　

泰
（
高
5
）

新
城　

久
代
（
高
5
）

木
本　

峰
生
（
高
6
）

受
川　

則
子
（
高
6
）

大
井　

悦
夫
（
高
7
）

石
垣　

龍
子
（
高
７
）

宮
本　

博
子
（
高
8
）

中
田　
　

惇
（
高
9
）

杉
本　

亮
子
（
高
9
）

武
元　

文
平
（
高
10
）

濵
田　

陸
子
（
高
10
）

西
村　

邦
夫
（
高
11
）

大
窪　

光
代
（
高
11
）

大
根　

富
男
（
高
12
）

高
田
久
美
子
（
高
12
）

今
村　

七
郎
（
高
13
）

小
林
智
恵
子
（
高
13
）

濱　
　

暉
元
（
高
14
）

西
村
由
紀
子
（
高
14
）

浅
井　

忠
夫
（
高
15
）

中
川　

松
枝
（
高
15
）

古
川　

久
次
（
高
16
）

木
下
芙
美
子
（
高
16
）

大
岩　

為
一
（
高
17
）

坂
野　

葉
子
（
高
17
）

橋
屋　
　

愈
（
高
18
）

春
木　

良
子
（
高
18
）

浅
野　

栄
二
（
高
19
）

森
山　

典
子
（
高
19
）

八
島　

吉
男
（
高
20
）

濱
中　

利
博
（
高
21
）

伊
藤　

厚
子
（
高
21
）

岩
城　

留
吉
（
高
22
）

登
美　

鈴
恵
（
高
22
）

田
治　

吉
彦
（
高
23
）

魚
岸
志
乃
富
（
高
23
）

伊
賀　

正
道
（
高
24
）

谷
内　

米
一
（
高
24
）

鵜
沢　
　

徹
（
高
25
）

熊
谷　

京
子
（
高
25
）

丹
保　

甚
逸
（
高
26
）

塩
村
美
保
子
（
高
26
）

西
村　

正
悦
（
高
27
）

今
井　

一
美
（
高
27
）

赤
倉　

一
郎
（
高
28
）

千
場
恵
美
子
（
高
28
）

横
山　

忠
篤
（
高
29
）

清
水　
　

桂
（
高
29
）

鰀
目　
　

剛
（
高
30
）

高
瀬
あ
ず
さ
（
高
30
）

瀧
野　
　

満
（
高
31
）

碇
川　

直
子
（
高
31
）

小
石　

芳
一
（
高
32
）

竹　

外
喜
子
（
高
32
）

木
下　

義
隆
（
高
33
）

道
下　

雅
美
（
高
33
）

横
山　

茂
弘
（
高
34
）

池
田　

弘
子
（
高
34
）

上
谷　

正
人
（
高
35
）

山
崎　

香
織
（
高
35
）

茶
谷　

義
隆
（
高
36
）

浦
上　

智
美
（
高
36
）

浅
野　

恵
三
（
高
37
）

窪　

き
よ
美
（
高
37
）

青
木　

信
幸
（
高
38
）

澤
井　

有
里
（
高
38
）

松
崎　
　

健
（
高
39
）

池
﨑　

綾
子
（
高
39
）

政
浦　

芳
典
（
高
40
）

岡
島　

佳
子
（
高
40
）

津
田　
　

晃
（
高
41
）

田
畑　

瑞
穂
（
高
41
）

山
岸　
　

充
（
高
42
）

林　

真
由
美
（
高
42
）

姥
浦　

秀
史
（
高
43
）

森
山　

奈
美
（
高
43
）

金
氏　

克
弥
（
高
44
）

三
野　
　

希
（
高
44
）

竹
本　

正
裕
（
高
45
）

勝
尾　
　

泉
（
高
45
）

関
軒
賢
太
郎
（
高
46
）

竹
下　

夏
子
（
高
46
）

政
浦　

義
輝
（
高
47
）

酒
元　

美
江
（
高
47
）

林　
　

寿
嗣
（
高
48
）

山
岡　

美
穂
（
高
48
）

笹
井　

博
司
（
高
49
）

北
口　

雅
子
（
高
49
）

大
井　

智
彦
（
高
50
）

松
柳
佳
代
子
（
高
50
）

■
評
議
員

木
下　

俊
政
（
高
4
）

佐
野　

藤
造
（
高
5
）

村
田　

修
一
（
高
6
）

大
橋　
　

覚
（
高
7
）

堀
岡　

啓
吾
（
高
8
）

初
道　

政
子
（
高
9
）

佐
藤　

一
郎
（
高
10
）

姥
浦　

昭
二
（
高
11
）

草
間　

哲
男
（
高
12
）

堀
岡　

敏
幸
（
高
13
）

上
村　
　

実
（
高
14
）

橋
本　

秀
和
（
高
15
）

大
星　

正
嗣
（
高
16
）

平
山　
　

全
（
高
17
）

横
山　

隆
信
（
高
18
）

福
井　

清
久
（
高
19
）

竹
田　
　

徹
（
高
20
）

菅
野　

広
士
（
高
21
）

姥
浦　

敏
明
（
高
22
）

田
中　

道
夫
（
高
23
）

田
中
美
智
子
（
高
24
）

多
田　
　

朗
（
高
25
）

北
原　

良
彦
（
高
27
）

坂
本　

博
史
（
高
28
）

久
保　

明
義
（
高
29
）

中
山　
　

潔
（
高
30
）

宮
下　
　

修
（
高
31
）

大
谷
し
ず
香
（
高
32
）

松
井　

敏
史
（
高
33
）

中
澤　
　

賢
（
高
34
）

楠　
　

利
勝
（
高
35
）

種
谷　

多
聞
（
高
36
）

三
谷　

康
彦
（
高
37
）

古
川　

宏
幸
（
高
38
）

吉
田　

茂
和
（
高
39
）

中
西　

文
江
（
高
40
）

澤
井　

健
一
（
高
41
）

伊
藤　

隆
行
（
高
42
）

芝
垣　

圭
太
（
高
43
）

村
田　
　

充
（
高
44
）

高
橋　

正
浩
（
高
45
）

中
畠　

慶
一
（
高
46
）

西
野　

智
紀
（
高
47
）

清
水
真
一
路
（
高
48
）

西
村　

雅
宏
（
高
49
）

細
川　

泰
威
（
高
50
）

■
事
務
局

副
校
長

黒
坂　

昭
弘
（
高
39
）

教　

頭

青
木　

信
幸
（
高
38
）

事
務
長
〈
会
計
〉

滝　
　
　

渉
（
高
36
）

笠
間　

路
行
（
高
34
）

谷
内
真
喜
子
（
事
務
）

（
令
和
5
年
4
月
現
在
）

（
令
和
５
年
七
尾
高
等
学
校
同
窓
会
役
員
）

祝
叙
勲

　

叙
勲
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

出　

村　

秀　

孝
（
高
11
）
岐
阜
県

令
和
４
年
秋
危
険
業
務
従
事
者

瑞
宝
単
光
章

東　
　
　

克　

信
（
高
20
）
金
沢
市

令
和
４
年
秋
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

山　

田　

省　

悟
（
高
18
）
鹿
島
郡

瑞
宝
双
光
章

久　

保　
　
　

潔
（
高
19
）
七
尾
市

瑞
宝
小
綬
章

広　

沢　

鉄　

雄
（
高
21
）

河
北
郡
津
幡
町

瑞
宝
小
綬
章

稲　

葉　

良　

二
（
高
23
）
金
沢
市

令
和
５
年
春
危
険
業
務
従
事
者

瑞
宝
双
光
章

中　

西　

修　

一
（
高
20
）
金
沢
市

令
和
５
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

布　

施　

東　

（
高
14
）
穴
水
町

瑞
宝
双
光
章

近　

江　

一　

芳
（
高
22
）
七
尾
市

高
齢
者
叙
勲
（
令
和
４
年
６
月
～
５
年
５
月
）

瑞
宝
小
綬
章

佐
々
木　

弘　

明
（
高
５
）
七
尾
市

瑞
宝
双
光
章

西　

野　

和　

代
（
高
６
）
七
尾
市

瑞
宝
双
光
章

向　

永　

い
み
子
（
高
５
）

羽
咋
郡
志
賀
町

瑞
宝
小
綬
章

島　

屋　
　
　

靖
（
高
５
）
加
賀
市

旭
日
単
光
章

春　

成　
　
　

泰
（
高
５
）
七
尾
市

瑞
宝
小
綬
章

佐　

野　

藤　

造
（
高
５
）
七
尾
市

瑞
宝
双
光
章

木　

本　

峰　

生
（
高
６
）
七
尾
市

　
　

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

※
同
期
、
知
人
で
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
を

　
　

ご
存
知
で
し
た
ら
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
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れ
ま
せ
ん
が
、「
七
尾
高
校
生
で
あ
る

こ
と
」
に
本
当
に
誇
り
を
持
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
し
た
と
き
、
そ

れ
は
大
き
な
大
き
な
財
産
に
な
り
ま

す
。

　

七
尾
高
校
で
以
前
、
講
演
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
き
、「
夢
中
に
な
る
こ

と
が
な
い
ん
で
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
学
生

時
代
に
夢
中
に
な
る
も
の
が
無
い
と

い
う
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
し
、
無
理
に
見
つ
け
る
必
要
も
な

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
何
か
夢
中
に

な
る
も
の
が
で
き
た
と
き
、
高
校
時
代

に
積
み
重
ね
た
も
の
が
、
そ
の
一
歩
に

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
の
3
年
間
は
、
一
つ
の
無
駄
も

な
い
と
思
い
ま
す
。
夢
中
に
な
る
も
の

が
現
れ
た
と
き
の
た
め
の
準
備
期
間

と
し
て
歩
ん
で
も
良
い
し
、
私
の
よ
う

に
な
り
た
い
も
の
が
あ
る
人
は
、
な
り

た
い
も
の
に
向
か
っ
て
進
ん
で
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
か
振
り
返
っ
た
時
、
こ
の
3
年

間
は
、
皆
さ
ん
の
人
生
に
と
っ
て
、
と

て
も
豊
か
な
時
間
だ
っ
た
と
実
感
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

七
尾
高
校
同
窓
会
と
聞
く
と
真
っ
先

に
父
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
父
は
、
高

校
、
同
窓
会
、
同
窓
生
へ
の
思
い
入
れ

が
凄
く
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

父
は
、
同
窓
会
で
東
京
に
行
く
の
が

本
当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

私
は
東
京
の
大
学
に
行
き
ま
し
た
。

東
京
で
は
、
石
川
県
と
い
う
と
、
金

沢
は
知
っ
て
い
る
け
ど
七
尾
は
・
・
・

と
い
う
方
が
多
か
っ
た
で
す
。「
東
京

で
は
○
○
大
学
出
身
で
す
」
と
言
っ

て
、
繋
が
り
を
確
認
し
た
り
し
ま
す

が
、
帰
っ
て
き
て
、
こ
ち
ら
で
就
職
し

て
か
ら
は
、大
学
よ
り
も
「
七
尾
高
校
」

の
名
前
の
方
が
よ
く
出
ま
す
。
お
仕
事

先
で
お
会
い
す
る
方
々
に
は
、
ど
こ
の

高
校
を
出
て
い
る
の
か
を
聞
か
れ
ま
す

し
、同
じ
高
校
だ
と「
お
〜
、後
輩
よ
！
」

と
言
っ
て
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
七
尾
高
校
卒
と
い
う
こ
と
で
お
仕

事
な
ど
で
も
、
偉
大
な
先
輩
方
が
力
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
今
は
、
大
変
有
難

い
つ
な
が
り
で
す
し
、
心
強
い
で
す
。

　

何
よ
り
皆
さ
ん
の
母
校
愛
の
強
さ
が

「
七
尾
高
校
同
窓
会
」
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

3
年
生
の
時
の
担
任
の
先
生
が
、
厳

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
1

日
の
勉
強
時
間
を
表
に
し
て
、
提
出
し

て
い
ま
し
た
。
日
本
史
の
山
川
出
版
の

一
問
一
答
を
全
部
覚
え
て
き
な
さ
い

と
言
わ
れ
、
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
さ
れ

た
り
、「
冬
来
た
り
な
ば
、
春
遠
か
ら

じ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
毎
日
お
話
さ

れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
七
尾
高
校
の
体
操
大
会
は
思

い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
卒
業
し
た
あ
と
に
体
操
大
会
に
取

り
組
ん
で
い
る
高
校
は
、
七
尾
高
校
だ

け
だ
と
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。

　

当
時
か
ら
七
尾
高
校
は
文
武
両
道

を
掲
げ
て
い
た
の
で
、
同
級
生
は
勉
強

も
運
動
や
イ
ベ
ン
ト
も
真
剣
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。

　

高
校
3
年
生
の
時
は
、
夏
休
み
に

入
っ
て
す
ぐ
朝
か
ら
補
習
授
業
が
始

ま
り
「
こ
れ
は
本
当
に
夏
休
み
な
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
9
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
る
学
校
祭

が
楽
し
み
で
し
た
。

　

今
、
七
尾
で
頑
張
っ
て
い
る
同
級
生

も
多
く
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
地

元
へ
の
思
い
が
強
く
、
将
来
に
目
標
を

持
っ
て
大
学
を
選
ん
で
い
る
方
々
が

多
か
っ
た
の
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

私
も
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い

と
い
う
将
来
の
夢
だ
け
は
あ
っ
て
、
大

学
進
学
も
こ
の
学
部
に
行
き
た
い
と

い
う
の
が
、
結
構
早
く
か
ら
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
小
学
校
6
年
生
の
と

き
、
当
時
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
女
性
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
人
た
ち
が
華
や
か
に
活

躍
さ
れ
て
い
て
、
ほ
の
か
に
「
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
な
り
た
い
な
〜
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

高
校
生
時
代
、
小
学
校
6
年
生
の
時

か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
憧
れ
が
あ
っ

た
こ
と
、
父
が
新
聞
記
者
の
夢
を
叶
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
私
の

心
に
残
っ
て
い
て
、
な
ん
と
な
く
そ
の

道
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
そ
も
そ
も
テ
レ
ビ
の
業
界

に
就
職
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

七
尾
高
校
を
卒
業
し
て
、
大
学
に

行
っ
て
、
学
校
の
先
生
や
公
務
員
に
な

る
と
母
は
思
っ
て
い
た
ら
し
く
、
私
が

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
か
テ
レ
ビ
局
で
働

き
た
い
と
伝
え
て
も
、
母
は
本
気
に
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
父
は
、

自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
思
い
か
ら
な
の
か
、

好
き
な
こ
と
を
や
れ
と
言
っ
て
く
れ

て
、
反
対
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
誠
実
に
地
道
に

良
い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
七
尾
の
魅
力

を
、私
の
仕
事
で
あ
る
「
伝
え
る
こ
と
」

で
、
発
信
し
て
い
き
た
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
の
仕
事
は
「
伝
え
る
」
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
先
輩
た
ち
の
知
恵
や

キ
ャ
リ
ア
を
、
次
の
世
代
の
若
い
人
た

ち
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
伝
え
る
役

割
も
、
こ
の
年
齢
に
な
る
と
で
て
く
る

の
か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
私
は
七
尾
の
人
間
な
の

で
、
七
尾
に
根
を
張
っ
て
生
き
て
い
き

た
い
で
す
し
、
少
し
は
七
尾
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
な
仕
事
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

在
校
中
は
、
毎
日
、
勉
強
や
部
活
に

追
わ
れ
て
い
て
気
づ
か
な
い
か
も
し

special interview

平見 夕紀 氏（高43期）

テレビ金沢の元アナウンサー。テレビ金沢の元アナウンサー。
現在はフリーアナウンサーとして活躍中！現在はフリーアナウンサーとして活躍中！

　

同
窓
会
の
イ
メ
ー
ジ

　

高
校
で
の
思
い
出

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
た

　
き
っ
か
け

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平見　夕紀（ひらみ　ゆふき）
石川県七尾市出身
石川県立七尾高等学校、法政大学卒業後、1995年テ
レビ金沢入社。
夕方ワイド情報番組「じゃんけんぽん」などの司会を
務め、2006年３月退社。
以降、フリーランスで、自治体の式典、各種イベント、
シンポジウム、医療系学会などの司会、学校や民間企
業での講演、その他、番組出演、ナレーション、ＣＭ
出演など、活動中。

現在
「カラダ大辞典」　（協力　金沢医科大学病院）　出演中
「いしかわ大百科」（石川県教育委員会）　出演中
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special interview

守本 大祐 氏（高54期）

　

高
校
時
代
の
思
い
出

　

今
後
の
目
標

1983年七尾市生まれ。関西大学法学部卒業。2006年日独コンビ「アルトバイエルン」としてデリートエ
ンターテイメントからデビュー。2007年新人お笑い尼崎大賞受賞。同年、松竹芸能㈱に移籍。2009年コ
ンビ解散、松竹芸能退所後、オリックス㈱へ入社。2011年退社。同年、お笑い事務所合同会社リスナップ
を立ち上げ翌年退社。2012年月亭可朝に弟子入り入門。2013年月亭八方に再入門し、吉本興業㈱から落
語家デビューを果たす。2015年「南丹市世木の里住みます芸人」「三朝温泉住みます芸人」に就任。現在は、
2018年より「石川県住みます芸人」にて活躍中。金沢市在住。

　

周
り
を
笑
わ
せ
る
こ
と
に
情
熱
を
注

ぎ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
勉
学
に
励
む
の
を

横
目
に
私
は
漫
才
や
コ
ン
ト
の
ネ
タ
作

り
に
勤
し
み
、
休
み
時
間
を
謳
歌
す
る

級
友
の
前
で
ネ
タ
を
披
露
し
て
は
笑
わ

せ
る
こ
と
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
校
内
知
名
度
と
学
力
偏
差
値

は
常
に
反
比
例
し
続
け
ま
し
た
。
校
内

行
事
は
格
好
の
晴
れ
舞
台
で
し
た
。

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
動
き
だ
け
で

い
か
に
笑
い
を
取
れ
る
か
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
指
揮
者
に
挑
戦
し
、
恩
師
に
怒
ら

れ
、
体
操
大
会
で
は
床
競
技
と
一
発
芸

の
融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
渾
身
の
ボ

ケ
を
織
り
交
ぜ
た
自
由
演
技
に
挑
み
、

恩
師
に
追
い
か
け
回
さ
れ
、
そ
こ
に
は

常
に
恩
師
と
の
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

七
高
祭
で
は
実
行
委
員
長
に
就
任

し
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
七
高
祭
じ
ゃ
な

い
」
と
い
う
ま
る
で
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
よ

う
な
大
そ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
盾

に
、
体
育
館
に
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
を
設

営
し
お
笑
い
プ
ロ
レ
ス
を
は
じ
め
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ン
グ
上
で
開
催
し
よ

う
と
企
て
ま
し
た
が
、
予
算
が
合
わ
な

い
と
い
う
世
知
辛
い
事
情
で
断
念
し
ま

し
た
。

　

お
金
が
な
い
な
ら
実
行
委
員
長
の
職

権
を
盾
に
と
、
空
き
教
室
を
お
さ
え
て

即
席
の
劇
場
を
作
り
、
友
人
た
ち
と
漫

才
や
コ
ン
ト
で
2
日
間
4
回
公
演
を
し

ま
し
た
が
、
総
来
場
者
数
よ
り
出
演
者

の
人
数
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
結
果
に

言
葉
を
失
っ
た
の
は
良
い
思
い
出
で

す
。

　

ま
た
コ
ミ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
結
成
し
、

頼
ま
れ
も
し
な
い
七
高
祭
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ソ
ン
グ
を
作
り
開
会
式
で
歌
い
ま
し

　

石
川
県
に
落
語
を
普
及
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

お
前
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ザ
ビ
エ
ル
か

と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
石

川
県
で
は
生
の
落
語
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
く
、
ま
た
若
者
に
は
落
語
は
古
臭

く
難
し
い
も
の
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
し

た
。

　

そ
こ
で
老
若
男
女
ま
ず
は
気
軽
に
落

語
を
見
て
も
ら
お
う
と
月
に
1
度
の

ペ
ー
ス
で
県
内
各
地
の
銭
湯
で
「
銭
湯

数
珠
繋
ぎ
寄
席
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

入
場
料
は
入
浴
料
の
４
６
０
円
の
み

た
が
、
歌
の
途
中
、
花
火
を
盛
大
に
噴

射
す
る
と
い
う
奇
を
て
ら
っ
た
演
出
が

裏
目
に
出
て
、
生
徒
か
ら
は
煙
で
何
も

見
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

体
育
祭
で
は
応
援
団
長
に
就
任
し
、

笑
い
と
応
援
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
胸

に
、
他
の
硬
派
な
団
長
た
ち
と
は
違
う

意
味
で
目
立
つ
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
ま

し
た
が
、
後
年
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見

る
と
、
体
育
祭
で
の
私
の
姿
は
こ
と
ご

と
く
背
中
と
後
頭
部
し
か
写
っ
て
お
ら

ず
、
我
が
目
を
疑
っ
た
の
も
良
い
思
い

出
で
す
。

　

部
活
は
ボ
ー
ト
部
で
し
た
。
私
の
中

で
ボ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
公
園
の
湖

に
浮
か
ん
で
い
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
手

漕
ぎ
ボ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
ボ
ー
ト
部

に
入
れ
ば
船
上
で
昼
寝
を
し
、
時
に
は

釣
り
を
す
る
優
雅
な
放
課
後
ラ
イ
フ
が

送
れ
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で

す
が
、
入
部
後
、
校
内
で
１
・
２
位
を

争
う
ハ
ー
ド
な
部
活
だ
と
真
実
を
知

り
、
不
純
な
動
機
は
す
ぐ
に
打
ち
の
め

さ
れ
ま
し
た
。
こ
と
に
年
に
1
度
の
合

宿
で
は
、
体
重
を
増
や
す
た
め
の
食
事

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
本
当
に
辛
く
、
助
け

合
っ
た
り
励
ま
し
あ
っ
た
り
と
、
ま
さ

に
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
仲
間
と
い
う
連

帯
感
が
今
も
懐
か
し
い
で
す
。
お
か
げ

で
入
部
か
ら
引
退
ま
で
の
間
に
22
キ
ロ

増
の
肉
体
改
造
に
成
功
し
、
自
信
に
大

胸
筋
を
膨
ら
ま
せ
望
ん
だ
高
校
生
活
最

後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
は
、
見
事
に

予
選
落
ち
し
伸
び
た
鼻
を
へ
し
折
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
厳
し
い
練
習
に
同
期

が
続
々
と
辞
め
て
い
く
な
か
、
最
終
的

に
は
主
将
を
務
め
3
年
間
や
り
き
っ
た

こ
と
は
後
の
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

落
語
家
に
な
る
と
数
年
間
の
前
座
修

行
が
あ
る
の
で
す
が
、
辛
い
こ
と
や
理

不
尽
な
こ
と
も
あ
り
、
夢
半
ば
で
辞
め

て
い
く
人
間
も
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し

　

県
内
各
地
で
落
語
会
を
開
催
し
た

り
イ
ベ
ン
ト
等
の
司
会
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
大
阪
の

天
満
天
神
繁
昌
亭
と
い
う
寄
席
に
も

出
演
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
メ
デ
ィ
ア

活
動
で
は
現
在
、
北
陸
朝
日
放
送
「
ふ

む
ふ
む
」BS

よ
し
も
と
「
チ
ー
キ
ー

ズaG
oG
o

」
ラ
ジ
オ
か
な
ざ
わ
「
石

川
県
歴
史
物
語
」
に
出
演
中
で
す
。
さ

ら
に
10
月
公
開
予
定
の
映
画
「
鈍
色

シ
ョ
コ
ラ
ヴ
ィ
レ 

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」 

に
も
出
演
し
ま
す
。

で
落
語
は
投
げ
銭
制
で
す
の
で
肩
肘

張
ら
ず
気
軽
に
覗
い
て
頂
き
た
い
で

す
。
も
ち
ろ
ん
落
語
を
見
た
あ
と
は
お

風
呂
も
入
れ
ま
す
。

　

折
し
も
近
年
の
銭
湯
ブ
ー
ム
、
サ
ウ

ナ
ブ
ー
ム
と
重
な
り
年
代
問
わ
ず
大

変
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
見
る
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
落
語

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
同
門
で
兄

弟
子
の
月
亭
方
正
が
広
報
特
使
を
務

め
る
津
幡
町
で
「
お
き
ら
く
ご
の
会
」

と
い
う
落
語
教
室
を
発
足
し
講
師
を

や
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
さ
ん
に
は
稽
古
の
成
果
発
表

の
場
と
し
て
月
亭
方
正
を
審
査
員
に

迎
え
「
つ
ば
た
寄
席
」
と
題
し
て
津
幡

町
の
シ
グ
ナ
ス
ホ
ー
ル
で
落
語
を
披

露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
は
約
3
０
０
人
、
第
2
回

目
は
約
6
０
０
人
の
お
客
様
に
お
越

し
頂
き
、
お
客
様
、
生
徒
さ
ん
共
に
落

語
を
楽
し
ん
で
頂
け
た
こ
と
は
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
津
幡
町
を
落
語
の
町

に
、
そ
し
て
津
幡
町
か
ら
石
川
県
に
、

そ
し
て
い
ず
れ
は
北
陸
に
落
語
文
化

を
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

現
在
の
活
動

た
が
、
私
自
身
は
諦
め
が
悪
い
と
い
う

か
、
良
く
も
悪
く
も
始
め
た
こ
と
は
最

後
ま
で
や
り
切
る
癖
が
あ
り
、
そ
れ
は

ボ
ー
ト
部
時
代
の
影
響
も
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

「石川県住みます芸人」にて活躍中。「石川県住みます芸人」にて活躍中。
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地区別同窓会活動状況
関 東 同 窓 会 　【会員数：約2,700名】
■顧問／津田　兵衞（高3）・三浦　孝明（高3）　■相談役／中村　一夫（中46）・木下　嘉平（高15）
■副会長／田中　敏雄（高8）会計監査兼任・寺崎　米嗣（高14）・道下　敏光（高35）会計幹事兼任
■幹事長／三谷　学（高19）　■会計監査／木下　孝生（高12）■会計幹事／西尾　肇（高18）
○お問合せ先〔Ｅメール〕nanako_kanto@yahoo.co.jp　七尾高校関東同窓会事務局
＊電話・ファックスでのお問い合わせは七尾高校同窓会事務局まで　〔0767-52-3376〕

関東同窓会は、2月の幹事会で今年の6月２４日(土)の総会懇親会(市ヶ谷アルカディアにて)開催
を決定しました。コロナ禍の3年間は全体で会う機会を作ることができず忸怩たる思いがありまし
た。けれどもリモート会議での幹事会を継続し、昨年からは学生キャリア支援会やマレーシアの小
西さんと学生の交流イベント、12月の越年会､ 今年２月には七尾出身力士輝関を囲み自身の取組
みの解説や七尾の食材を楽しむ交流会などを開いて幹事や学生たちを招待したイベントを開催し
Facebookでも発信してきました。
　3年前オリンピック開催を機に集まって華やかな雰囲気を楽しむ機会を奪われ、災難ではありま
したけれどコロナ禍はZoom幹事会など新しい同窓会運営の方向を見せてくれたようにも思いま
す。同窓生の皆さんも3年一気に年齢を重ねてしまいました。再度動き出すにはエネルギーが必要
と思いますが、若い世代の参加も得ましたので持続可能な元気な活動をしていきます。

関 西 同 窓 会 　【会員数：約1,400名】
■顧問／山﨑　静子（女32）　■副会長／勘山　悟（高9）・大西　良子（高9）・野村　治雄（高
10）・岩尾　初子（高13）・辻口　信良（高18）　■幹事長／越後　雅昭（高31）　■会計／甘田　外
成（高13）・三谷　史生（高17）　■会計監査／近江　隆司（高14）・中島　幸代（高21）
○お問合せ先　事務局　辻口　信良（高18）
〒530-0047　大阪府大阪市北区西天満4-8-2北ビル本館4階　太陽法律事務所内
〔TEL〕06-6361-8888 ／〔FAX〕06-6361-8889

　同窓会の皆様におかれましては、お元気でご活躍のこととお喜び申し上げます。
　関西同窓会においては、令和元年（2019年）」に第37回同窓会を開催して以来、新型コロナウィルスの為、第38、39、40回と3回の中止を余儀なくされ
ました。ようやく本年に至り、コロナウィルスも勢いが下火となり、5月21日（日）に、第41回として3年ぶりに関西同窓会を開催しようと準備を進めてお
ります。同窓会の皆様方におかれましては、どうぞお誘い合わせの上ご参加くださいますようお願い申し上げます。
　現在、大阪では、2025年開催の大阪万博にむけて、いろいろなところで大規模な開発が進んでいます。特に、大阪駅近辺の変貌は目を見張るものがあります。
うめきた新駅、梅田北ヤードの再開発における超高層ビル4棟の建設等々。そんな中、今春、学業やお仕事等で大阪にお越しになる方々、どうぞ関西同窓会
にご参加くださいます様、お待ちしております。

中 京 同 窓 会 　【会員数：約400名】
■顧問／坂本　惇（高8）　■副会長／八木　哲司（高22）・髙山　博之（高24）代表幹事兼任
■会計／柴田　弘美（高26）　■会計監査／倉田　美智子（高13）・坂江　章演（高29）
○お問合せ先
事務局長　川尻　稔（高29）
〒464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3丁目31-27　今池ゴトービル403号室　　㈱グリーンランド内
〔TEL〕090-2188-0009　　〔Ｅメール〕nanakou@kawashiri.com

金沢地区合同同窓会 　【会員数：約3,000名】

■顧問／髙澤　基（高17）
■副会長／中山　潔（高30）・小石　芳一（高32）・村上　勝（高33）・岡部　雅彦（高33）
　　　　　中山　能勝（高33）・宮内　康範（高36）

○お問合せ先
念介　重俊（高39）　石川県立中央病院管理局〔TEL〕076-238-7853

羽咋宝達志水地区同窓会 　【会員数：約380名】
■顧問／櫻木　博（高7）・小幡　秀治（高8）　
■副会長／赤池　礼子（高19）　
■代表幹事／清水　久範（高21）
■監事／安達　清子（高21）・山本まり子（高21）
○お問合せ先
事務局　尾崎　真裕美（高31）　〔TEL〕090-9769-1817

会長／上林正一郎
（高20）

会長／竹内淳一
（高25）

会長／松本晴男
（高23）

会長／西　徹夫
（高18）

会長／田村敏博
（高23）

＜お知らせ＞令和5年度総会・懇親会は6月24日（土）に開催。

＜お知らせ＞令和5年度総会・懇親会は5月21日（日）に開催。

＜お知らせ＞令和5年度総会・懇親会は10月22日（日）に開催予定。
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中 能 登 同 窓 会 　【会員数：約1,800名】
■代表顧問／稻葉　健（中48）
■顧問／谷　為之（中46）・八十田　至（高20）・大西　誠（高33）
■相談役／前川　貞夫（高3）・肥田　吉保（高7）
■副会長／戸部　信六（高9）・谷内　洋介（高15）・太田　光子（高15）・島田　博文（高16）
　鈴木　弘子（高17）・長谷川　恵美子（高18）
■代表幹事／遠藤　憲（高21）■会計監査／宮本　哲夫（高12）・新屋　春雄（高14）
○お問合せ先
事務局長　藤澤　恒（高41）〒929-1804　石川県鹿島郡中能登町在江ワ21　〔TEL〕0767-57-1775
事務局次長　澤井　健一（高41）〒929-1811　石川県鹿島郡中能登町二宮レ139-1　〔TEL〕0767-76-0875

志 賀 町 同 窓 会 　【会員数：約300名】
■顧問／青山　源隆（高20）・林　一夫（高20）
■副会長／板尾　信子（高27）・高山　孝（高28）・荒川　仁（高33）
■代表幹事／藤田　隆司（高47）　■監事／山岸　幸雄（高22）・酒谷　正人（高26）
○お問合せ先
代表幹事　藤田　隆司（高47）
〒925-0202　石川県羽咋郡志賀町代田ハ71　〔TEL〕090-8742-7248

輪 島 市 同 窓 会 　【会員数：約140名】
■副会長／盤若　尚（高18）
■代表幹事／廣江　雄幸（高23）　
■監事／今寺　伸子（高19）・村元　悟（高24）
○お問合せ先
事務局　井池　光信（高26）　〔TEL〕090-2127-1810

七尾高等学校輪島市同窓会設立以来より長くお世話をして頂きました坂口茂氏（高27）〔写真左
から3人目〕が令和４年３月13日の輪島市長選挙で当選されましたので、輪島市同窓会として坂口
輪島市長へお祝いの表敬を申し入れたところ、秘書政策課との日程調整で６月の定例輪島市議会が
終了した後にということで６月30日になりました。
　輪島市長応接室では、坂口市長と和やかに懇談ができて、力強い市勢発展への思いも十分感じら
れました。短い時間ではありましたが大変有意義な表敬訪問だったと思います。

穴 水 町 同 窓 会 　【会員数：約470名】

■顧問相談役／曽良　昌嗣（高16）・摩郷　則雄（高16）・大中　正司（高18）・宮下源一郎（高18）
井下　守（高27）　■副会長／高木　作之（高30）・七海　友也（高35）　
■代表幹事／江戸　伸一（高26）　■会計／林　要（高29）　■会計監査／新本　美恵子（高13）
○お問合せ先
事務局　林　要（高29）　〔TEL〕0768-52-0098

能登町・珠洲市同窓会 　【会員数：約300名】
■顧問／福池　正人（高17）
■副会長／中板　富子（高24）・隅　幾久子（高28）・三宅　一宏（高35）
■代表幹事／新田　豊（高19）
■監事／馬場　等（高24）・青木　星一（高25）
○お問合せ先
事務局　大森　喜弘（高26）　〔TEL〕0768-62-0247

富 山 同 窓 会 　【会員数：約340名】

■副会長／戸澗　裕文（高27）
■会計／常光　健一（高37）
■会計監査／半田　豊和（高23）・森永　智恵（高38）
■幹事／唐杉國仁（高23）・棚田一也（高32）・二谷　武（高34）
※お問い合わせは、七尾高校同窓会事務局まで

会長／今井武司
（高13）

会長／坂本　衛
（高22）

会長／小山桂一
（高15）

会長／北川浩文
（高24）

会長／酒屋利信
（高26）

会長／三浦正義
（高23）

＜お知らせ＞令和5年度総会・懇親会は5月28日（日）に開催

＜お知らせ＞令和6年3月同窓会開催予定（1月下旬に案内予定）

＜お知らせ＞令和5年度総会・懇親会は11月5日（日）に開催予定



【
高
11
期
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
同
期
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　

姥
浦　

昭
二

私
達
の
期
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
ょ
う
！
と
地
元

の
七
尾
鹿
島
、
金
沢
近
郊
、
そ
し
て
関

東
圏
内
に
在
住
の
世
話
人
が
２
年
に
１

度
お
世
話
を
し
な
が
ら
継
続
し
、
今
回

が
21
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
に
は
関
東
圏
在
住
同
期
生

の
お
世
話
に
て
神
奈
川
県
湯
川
原
温
泉

で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
運
悪
く
新
型

コ
ロ
ナ
が
世
界
的
に
蔓
延
し
始
め
、
中

止
の
止
む
無
き
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
ず
、

遂
に
現
在
の
第
７
波
ま
で
続
い
て
来
ま

し
た
。

　

同
期
生
が
81
才
か
ら
82
才
を
迎
え
る

本
年
春
、
私
は
関
東
の
世
話
人
と
連
絡

を
取
り
、
今
年
を
含
め
た
今
後
の
同
期

会
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
結
果

は
「
今
後
は
関
東
圏
で
の
お
世
話
と
開

催
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
地
元
七
尾
で

何
と
か
お
世
話
を
し
て
頂
き
た
い
」
と

の
事
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
七
尾
在
住

の
有
志
と
相
談
の
上
、
同
窓
会
会
員
名

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
同
期
生
全
員

２
４
４
名
（
物
故
者
を
除
く
）
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
往
復
葉
書
を
送
り
以
下
の
４

つ
の
項
目
に
対
す
る
意
見
、
要
望
の
回

答
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

①
80
才
を
越
え
た
今
後
、
同
期
会
の
開

催
を
望
む
か
否
か
。

②
開
催
を
望
む
な
ら
場
所
は
何
処
が
良

い
か
。

③
コ
ロ
ナ
禍
の
中
開
催
す
る
な
ら
時
期

は
何
時
が
良
い
か
。

④
開
催
し
た
場
合
出
席
を
希
望
す
る
か

否
か
。

　

間
も
な
く
全
国
か
ら
返
信
が
続
々
と

届
き
、
そ
の
数
は
１
３
８
通
（
返
信
率

56
・
6
％
）に
達
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
、

①
返
信
の
約
40
％
が
開
催
希
望

②
開
催
地
は

“故
郷
”
七
尾

③
開
催
時
期
は
10
月
中
旬
頃

④
出
席
希
望
は
54
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

返
信
葉
書
に
は
殆
ど
の
同
期
生
が
近

況
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、私
は
欠
席
者
、出
席
予
定
者
個
々

の
コ
メ
ン
ト
を
纏
め
た
冊
子
を
作
成
し

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
を
添
え
て
返
信

者
全
員
に
郵
送
致
し
ま
し
た
。
同
時
に

出
席
希
望
者
に
は
開
催
２
ヶ
月
前
（
８

月
中
旬
）
に
改
め
て
出
欠
の
再
確
認
を

さ
せ
て
貰
う
旨
の
案
内
文
章
も
添
え
ま

し
た
。

　

日
時
が
経
過
し
、
８
月
の
お
盆
休
み

を
利
用
し
て
出
席
希
望
者
に
改
め
て
出

欠
確
認
の
往
復
葉
書
を
郵
送
致
し
ま
し

た
。
９
月
中
旬
ま
で
に
届
い
た
返
信
に

は
数
名
が
最
近
に
な
っ
て
体
調
が
思
し

く
無
く
な
っ
た
と
か
、
急
な
用
件
が
重

な
っ
た
等
の
理
由
で
残
念
な
が
ら
欠
席

と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
開
催
当
日
ま
で
携
帯
電
話

等
で
情
報
交
換
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

間
近
に
な
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぎ
、
追
加
参
加
者
を
含
め
て
最
終
的
に

は
42
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
関
東
圏
か
ら
12
名
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ホ
テ
ル
海
望
様

の
ご
好
意
で
新
幹
線
の
「
新
高
岡
駅
」

ま
で
迎
え
の
バ
ス
を
出
し
て
頂
き
ま
し

た
。
12
名
中
９
名
が
東
京
駅
を
同
時
刻

発
車
の
新
幹
線
を
利
用
し
、
「
新
高
岡

駅
」
に
下
車
し
ま
し
た
。
七
尾
か
ら
３

名
の
同
期
生
が
海
望
様
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
同
乗
し
て
出
迎
え
に
行
き
、
「
新

高
岡
駅
」
で
一
足
先
に
関
東
か
ら
来
ら

れ
た
同
期
生
と
対
面
し
ま
し
た
。

　

和
倉
温
泉
へ
の
バ
ス
旅
行
の
途
中
、

和
倉
「
お
祭
り
会
館
」
も
見
学
し
、
午

後
３
時
過
ぎ
に
同
期
生
の
待
つ
ホ
テ
ル

に
到
着
し
ま
し
た
。
続
々
到
着
す
る
同

期
生
は
受
付
を
終
え
る
と
早
速
ロ
ビ
ー

で
再
会
を
喜
び
、
近
況
を
語
り
合
い
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
高

校
卒
業
後
63
年
目
の
同
期
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

懇
親
夕
食
会
は
午
後
６
時
か
ら
開
催

し
ま
し
た
。
宴
会
に
先
立
ち
全
員
で
集

合
写
真
を
撮
っ
た
後
、
世
話
人
の
歓
迎

の
挨
拶
に
続
き
全
員
で
物
故
者
へ
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

宴
会
は
最
初
に
遠
来
（
県
外
か
ら
）

の
参
加
者
全
員
に
舞
台
に
上
が
っ
て
頂

き
、
一
人
一
人
自
己
紹
介
と
近
況
報
告

を
し
て
貰
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東

世
話
人
代
表
で
横
浜
か
ら
参
加
し
た
登

美
紀
男
君
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
の
宴

が
始
ま
り
ま
し
た
。
郷
土
の
美
味
し
い

料
理
と
お
酒
で
宴
は
盛
り
上
が
り
予
定

の
２
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
中
締
め
は
関
西
か
ら
参
加
の

成
生
治
子
さ
ん
に
音
頭
を
取
っ
て
頂
き

目
出
度
く
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
恒
例
の
２
次
会
は
出
来

ず
、
同
期
生
は
宴
会
場
で
時
間
を
延
長

し
て
語
り
合
い
を
続
け
ま
し
た
。

　

翌
日
の
午
前
７
時
か
ら
の
朝
食
会
に

も
全
員
が
一
斉
に
集
合
し
、
賑
や
か
な
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朝
食
会
と
な
り
ま
し
た
。
朝
食
後
ロ

ビ
ー
で
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
き

乍
ら
別
れ
を
惜
し
む
も
次
の
再
会
に
期

待
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
希
望
者
に
よ
る
半
日
コ
ー
ス

の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
遠
来
の
友
を
地
元
の
者
の
車
に
分

乗
し
て
、「
母
校
」「
花
嫁
の
れ
ん
館
」「
国

分
寺
の
里
海
里
山
歴
史
館
」
の
コ
ー
ス

や
「
能
登
島
周
遊
後
七
尾
城
山
展
望
台
」

へ
の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
お
昼
時

間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
「
能
登
食
祭
市
場
」

に
合
流
し
て
思
い
思
い
の
昼
食
を
取
り

乍
ら
団
欒
を
楽
し
ん
だ
後
、
遠
来
の
友

は
七
尾
駅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　

１
泊
２
日
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た

が
、80
才
を
過
ぎ
た
「
元
気
な
幸●

齢
者
」

達
に
は
充
分
満
足
を
味
わ
え
た
時
間
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

後
日
地
元
の
世
話
人
で
反
省
会
を
行

い
、
今
回
の
会
計
決
算
で
の
剰
余
金

２
万
６
千
２
６
７
円
を
七
高
同
窓
会
の

「
運
営
協
力
金
」
に
寄
付
す
る
事
を
決

め
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
本

稿
を
読
ま
れ
、
寄
付
に
ご
同
意
下
さ
い

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
高
15
期
】

令
和
4
年
９
月
25
日
（
日
）

酢
谷
琢
磨
氏
の
出
版
記
念
講
演

と
食
事
会
開
催

浅
井　

忠
夫

　

同
期
の
酢
谷
琢
磨
君
が
令
和
４
年

６
月
、
七
尾
「
山
の
寺
」
寺
院
群
『
豊

か
な
る
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
へ
の
誘
い
』

を
自
主
出
版
し
た
。

　

高
校
で
は
理
数
系
、
大
学
で
も
専

門
の
工
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま
し

た
が
、
退
職
後
は
図
書
館
通
い
が
日

常
と
な
り
分
野
を
問
わ
ず
書
物
を
読

み
漁
っ
た
よ
う
だ
。
自
著
を
纏
め
る

の
に
参
考
文
献
の
数
は
数
え
切
れ
ず
、

書
き
上
げ
る
の
に
４
～
５
年
掛
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
各
宗
派
の
経
典
や

教
義
ま
で
内
容
が
か
な
り
難
し
い
著

作
で
あ
り
、
本
人
に
解
説
の
時
間
を

設
け
た
。
立
派
な
講
演
会
場
で
聴
衆

は
皆
仲
間
、
緊
張
す
る
こ
と
も
な
く

分
か
り
易
い
説
明
で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者

は
16
名
、
関
東
・
関
西
を
含
め
て
県

外
か
ら
の
参
加
者
も
３
名
を
数
え
た
。

「
あ
え
の
風
」
で
の
懇
親
会
は
盛
り
上

が
っ
た
。
舞
台
で
剣
舞
を
披
露
す
る

者
も
あ
り
、
２
次
会
は
皆
顔
な
じ
み
、

本
音
の
会
話
で
弾
ん
だ
。
女
性
の
参

加
者
は
、
眠
る
時
間
を
惜
し
ん
で
夜

を
明
か
し
た
よ
う
だ
。

　

次
回
は
80
才
の
傘
寿
、
是
非
元
気

で
再
会
し
よ
う
と
別
れ
た
。
後
期
高

齢
者
の
仲
間
に
入
っ
た
が
、
皆
さ
ん
、

動
け
る
間
は
顔
を
見
せ
て
下
さ
い
。

【
高
22
期
】

七
高
生
徒
会
会
誌
『
絆
』
が　

教
え
て
く
れ
た
こ
と敞

田　
　

進

　

み
な
さ
ん
は
七
尾
高
校
に
生
徒
会

会
誌
「
絆
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
。
毎
年
１
回
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
、
こ
の
本
を
約
50
年
振
り
に
取

り
出
し
て
み
ま
し
た
（
創
刊
号
・
昭

和
45
年
３
月
発
行
）
。
す
る
と
こ
の
本

は
、
昔
と
全
く
違
う
顔
を
み
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
年
間
行
事
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
生
徒
会
執
行
部
の
活
動
、
運
動

ク
ラ
ブ
の
戦
績
、
文
化
ク
ラ
ブ
の
活

動
、
修
学
旅
行
の
思
い
出
と
続
き
ま

す
。
運
動
ク
ラ
ブ
は
大
活
躍
を
し
て

お
り
、
こ
の
時
代
、
柔
道
ク
ラ
ブ
、

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
―
ル
ク
ラ
ブ
は
２
年
連
続
出

場
）
。
七
高
は
今
も
昔
も
熱
か
っ
た
の

で
す
ね
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
文
化
ク
ラ

ブ
は
山
本
武
志
先
生
（
高
10
）
が
顧

問
「
も
う
少
し
盛
り
上
が
り
が
あ
れ

ば
」
と
の
こ
と
。
決
し
て
そ
ん
な
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
。
高
文
連
文
芸
大
会

に
４
作
も
入
選
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
誌
後
半
に
は
、
私
た
ち

卒
業
生
、
約
３
０
０
人
全
員
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

生
の
目
標
、
受
験
地
獄
の
恨
み
節
、

失
恋
し
た
こ
と
等
。
ま
さ
し
く
こ
の

本
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
、
「
絆
・
第
１

号
」
な
の
で
す
。
そ
し
て
圧
巻
は
ク

ラ
ス
担
任
６
人
の
先
生
方
に
よ
る
、

私
た
ち
へ
の
は
な
む
け
で
す
。
手
短

に
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
浦
正
武
先
生
（
高
10
）
「
こ
れ
か

ら
先
、
身
の
丈
を
大
切
に
し
て
下
さ

い
。
」

　

室
木
直
彦
先
生
「
遠
回
り
こ
そ
最
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良
の
策
、
ベ
ス
ト
の
近
道
で
す
。
」

　

中
村
英
夫
先
生
「
立
ち
止
ま
れ
ば

後
退
す
る
。
年
を
と
っ
て
も
君
た
ち

に
負
け
な
い
よ
。
」

　

宮
本
嘉
之
先
生
「
克
己
、
す
な
わ

ち
自
分
を
大
切
に
、
そ
し
て
相
手
へ

の
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
」

　

藤
澤
兵
文
先
生
（
高
７
）
「
こ
れ
か

ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
時
代
、
し

か
し
人
間
は
人
間
ら
し
く
、
君
た
ち

は
君
た
ち
ら
し
く
。
」

　

安
田
俊
彦
先
生
（
高
８
）
「
価
値
あ

る
こ
と
と
は
挑
む
こ
と
で
あ
り
、
結

果
で
は
な
い
。
」

　

あ
の
厳
し
か
っ
た
授
業
、
こ
ん
な

お
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
、
こ
れ
が
親

心
と
い
う
も
の
か
。
し
か
し
、
も
っ

と
も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
勉
強
と
ク
ラ
ブ
活
動

だ
け
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
で
き
た

の
は
、
朝
早
く
か
ら
食
事
を
作
り
、

お
弁
当
を
作
り
、
仕
事
に
出
か
け
、

家
庭
を
守
っ
て
き
た
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
の
お
か
げ
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
私
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
分
か
る

の
に
、
時
間
が
か
か
っ
た
も
の
だ
、

で
も
気
が
つ
い
て
よ
か
っ
た
。

　

そ
し
て
巻
頭
の
詩
、
山
村
暮
鳥
さ

ん
「
の
ろ
の
ろ
と
蝸
牛
（
か
た
つ
む
り
）

の
よ
う
で
あ
れ
」
と
、
励
ま
し
て
く

れ
て
い
る
。

　

本
誌
「
絆
」
は
、
当
時
２
年
生
で
あ
っ

た
（
現
・
高
23
期
）
編
集
委
員
の
皆

様
が
突
貫
工
事
（
昭
和
44
年
10
月
着

手
）
で
発
刊
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
高
33
期
】

令
和
4
年
8
月
13
日
（
土
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
還
暦
さ
ん
さ
ん
会

　

国
内
感
染
者
が
最
も
多
く
な
っ
た

コ
ロ
ナ
第
７
波
の
真
っ
只
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
病
気
に
は
絶
対
か
か
ら

な
い
と
豪
語
す
る
本
会
会
長
の
判
断

に
よ
り
、
「
還
暦
さ
ん
さ
ん
会
」
は
強

行
さ
れ
た
。

　

お
昼
に
は
、
お
盆
で
お
休
み
中
の

七
尾
高
校
で
は
あ
っ
た
が
、
大
西
校

長
が
本
会
会
員
で
あ
る
と
い
う
特
権

を
生
か
し
、
校
内
見
学
を
行
っ
た
。

絶
賛
公
開
中
の
ア
ニ
メ
「
君
は
放
課

後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
」
の
映
画
版
の
ロ

ケ
現
場
を
見
る
こ
と
も
で
き
、
と
て

も
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
。
校
内
見
学

に
参
加
し
た
会
員
は
み
な
満
足
し
て

い
た
。
大
西
前
校
長
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

夜
の
会
は
、
和
倉
温
泉
加
賀
屋
に

て
、
恒
例
の
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

で
の
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。
そ
の
後

の
宴
会
で
は
、
何
十
年
も
七
尾
を
離

れ
て
い
る
者
が
「
は
い
ろ
。
は
い
ろ
。
」

と
話
し
て
い
た
。
だ
ら
な
話
、
懐
か

し
い
話
、
近
況
報
告
、
病
気
自
慢
な

ど
、
七
尾
弁
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
、
飛
び
交
う
楽
し
い
同
窓
会
と
な
っ

た
。

　

当
初
は
60
名
近
い
参
加
予
定
で

あ
っ
た
が
、
仕
事
や
体
調
を
考
え
て

無
念
に
も
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
会

員
が
多
数
い
た
。
そ
の
た
め
、
参
加

で
き
た
の
は
38
名
で
あ
っ
た
。
今
年

は
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
無
念

さ
を
晴
ら
す
た
め
、
夏
に
緊
急
集
合

を
金
沢
で
か
け
る
計
画
を
し
て
い
る
。

そ
の
前
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
会
員

の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
も
控
え
て
い
る
。
60
を
超
え

て
ま
す
ま
す
元
気
な
七
尾
高
校
33
期

卒
さ
ん
さ
ん
会
で
あ
る
。

杉
野
篤
志
さ
ん
（
高
33
）

特
別
賞
受
賞
！

　

第
34
回
新
美
南
吉
童
話
賞
に
お
い

て
、
高
33
回
生
杉
野
篤
志
さ
ん
の
作

品
「
妖
怪
屋
と
シ
ル
バ
ー
カ
ー
」
が
、

自
由
創
作
部
門
一
般
の
部
で
特
別
賞

（
ミ
ツ
カ
ン
賞
）
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。
応
募
作
品
７
６
６
編
中
、
第
３

位
に
あ
た
る
快
挙
で
す
。
杉
野
さ
ん

の
作
品
は
、
受
賞
作
品
集
『
赤
い
ろ

う
そ
く
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
母

校
に
寄
贈
）
。

　

杉
野
さ
ん
は
中
能
登
町
で
料
理
店

を
経
営
す
る
傍
ら
で
、
執
筆
活
動
を

続
け
て
お
り
、
現
在
は
次
の
作
品
を

執
筆
中
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局

の
取
材
も
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

第　44　号 令和 5年 5月（10）七　高　同　窓　会　だ　よ　り

協賛広告（大40,000円小20,000円）です。次号でも継続します。さらに多数の協賛をお待ちしております。お申込み・お問合せは本部同窓会事務局まで。

　　日蓮宗五勝具足之大本山
　　子育　子母尊神霊場

中山 法華経寺
　　貫首　　新井 日湛
〔旧姓名〕福井 清仁（高６回）／七尾市小島町法華谷出身
〒272-0813　千葉県市川市中山２丁目１０番１号

電話　０４７（３３４）３４３３ ㈹

祖師堂（国指定重要文化財）
比翼入母屋造のお堂

　　五重之塔（国指定重要文化財）
　　加賀前田家 3代当主　前田利常公 寄進

受賞者の皆様（杉野氏は 2列目左から 2人目）



同窓美術会ホームページで作品をご覧になれます
同窓美術会は昨年5月から七尾高校同窓会ホームページ内にサイトを開設しました。

　美術部、書道部に所属していたこの春の卒業生や昨年の同窓美術会展出品者作品を掲載しております。ぜひご覧下さい。

　　　　七尾高校同窓会　　　　 で検索 → 七尾高校同窓美術会の「ＧＡＬＬＡＲＹ」から閲覧できます。

　　詳しくは、七尾高校同窓美術会事務局　加地までご連絡下さい。

第　44　号（11）令和 5年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り

会
期　

令
和
５
年
９
月
29
日
（
金
）
〜
10
月
1
日
（
日
）

９
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

会
場　

石
川
県
七
尾
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
七
尾
市
小
丸
山
台
１
の
１
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
６
７-

５
３-

１
５
０
０
）

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

【
出
品
規
定
】
各
部
門
か
ら
1
人
1
点

◆
絵
画
（
日
本
画
、
水
墨
画
、
洋
画
）
…
20
号
以
内
〔
額
装
〕

◆
彫
刻
工
芸
…
縦
横
1
メ
ー
ト
ル
以
内

◆
書
…
半
切
以
内
、
縦
横
自
由
〔
額
装
〕
釈
文
添
付

◆
写
真
…
半
切
〜
全
紙
〔
額
張
・
額
装
〕

【
出
品
申
込
】
令
和
５
年
9
月
5
日
（
火
）
必
着　

※
期
限
厳
守

【
出　
品　
料
】
２
，
０
０
０
円
〔
学
生
は
無
料
〕　

　
　
　
　
　

※
納
付
は
作
品
搬
入
時
、
遠
方
の
方
は
口
座
振
込
。

【
遠
方
か
ら
の
作
品
送
付
先
】

　

〒
９
２
６-

０
８
１
７

　

石
川
県
七
尾
市
西
藤
橋
町
工
1
番
地
1

　

七
尾
高
校
美
術
室
宛
て　

※
9
月
27
日
（
水
）
必
着

＊
注
意
事
項
＊

・
作
品
に
不
可
抗
力
の
損
害
が
生
じ
て
も
主
催
者
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

・
作
品
の
運
搬
費
用
は
自
己
負
担
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
会
場

の
石
川
県
七
尾
美
術
館
へ
は
直
接
送
ら
な
い
で
下
さ
い
。
受
理
で

き
ま
せ
ん
。

第
29
回　

七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
展

主
催

　

七
尾
高
校
同
窓
美
術
会

共
催

　

七
尾
高
等
学
校
同
窓
会

　

同
窓
美
術
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
事
務
局

　

〒
９
２
６-

０
８
１
３

　

石
川
県
七
尾
市
南
藤
橋
町
子
部
66—

６

　

☎
・
Fax　

０
７
６
７—

5
２—

１
６
１
３

　

加
地　

求
（
高
25
）
ま
で

　

昨
年
は
80
点
（
一
般
43
点
、
在
校
生
37
点
）
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
美
術
会
展
で
は
、
在
学

中
に
美
術
部
な
ど
に
所
属
し
て
い
た
方
の
ほ
か
、

卒
業
後
に
制
作
を
始

め
た
方
も
多
く
出
品

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
美
術
館
で

展
示
さ
れ
る
こ
の
展

覧
会
に
、
今
年
も
皆

様
か
ら
の
多
く
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
下
さ
い
。

こ
の
春
卒
業
し
た

高
75
期
生
は
ニ
ュ
ー

フ
ェ
イ
ス
と
し
て
歓

迎
い
た
し
ま
す
。







拝
啓
　
オ
ジ
ロ
マ
コ
ト
様

―

作
者
へ
の
手
紙―

ＴＶアニメ＆実写映画「君は放課後インソムニア」を観よう!!

　

今
年
は
、Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
の
放
送
開
始
と
、
実
写
版
映
画
の
公
開
と
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
み
せ

る
「
君
は
放
課
後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
」。
今
回
は
、関
東
同
窓
会
〔
竹
内
淳
一
会
長
（
高
25
）〕
が
企
画
し
、

会
長
と
同
期
で
学
生
時
代
は
一
緒
に
天
文
部
に
所
属
、
中
学
校
の
理
科
教
員
を
経
て
、
現
在
も
子

供
た
ち
に
空
の
観
測
会
な
ど
を
主
催
し
て
い
る
盛
本
芳
久
氏
（
高
25
）
が
、
作
者
の
オ
ジ
ロ
マ
コ

ト
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
（
関
東
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
集
っ
た
学
生
さ
ん
に
も
質
問
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　
オ
ジ
ロ
マ
コ
ト
さ
ん
に
七
尾
高
校
の
天
文
台

な
ど
へ
の
印
象
、
そ
し
て
、
ご
自
身
と
夜
空
と

の
関
係
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

★
七
尾
高
校
生
の
印
象

　

初
め
て
直
接
お
話
し
し
た
七
尾
高
校
の
生
徒

さ
ん
は
、
天
体
ド
ー
ム
取
材
の
時
に
対
応
し
て

く
だ
さ
っ
た
Ｓ
Ｓ
Ｃ
天
文
班
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

10
代
な
の
に
受
け
答
え
が
と
て
も
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
取
材
で
急
に
訪
れ
た
謎
の
（
？
）
大

人
と
も
き
ち
ん
と
話
せ
て
す
ご
い
な
、
と
感
じ

ま
し
た
。
休
日
で
も
、
い
つ
学
校
に
伺
っ
て
も

教
室
で
勉
強
し
て
い
る
子
た
ち
が
い
て
、
勉
強

熱
心
な
雰
囲
気
が
印
象
的
で
し
た
。

★
校
舎
の
印
象

　

七
尾
高
校
の
校
舎
を
最
初
に
観
に
行
っ
た
時
、

正
門
や
、
校
庭
に
繋
が
る
通
路
、
体
育
館
な
ど

が
独
特
な
作
り
を
し
て
い
て
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
た
だ
、
こ
の
学
校
を
モ
デ
ル
に
す
る
と

な
る
と
、
構
造
が
複
雑
で
、
こ
の
外
観
か
ら
中

を
推
測
し
て
描
く
の
は
大
変
そ
う
だ
な
、
と
も

思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
厚
意
で
校
舎
内
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ニ
メ
の
予
告
動

画
に
校
舎
が
出
て
い
る
の
を
見
て
、
結
果
的
に

七
尾
高
校
を
描
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

★
天
文
台
の
印
象

　

自
分
の
通
っ
た
学
校
に
は
な
か
っ
た
の
で
、

天
体
ド
ー
ム
に
入
っ
た
の
は
七
尾
高
校
が
初
め

て
で
し
た
。
周
囲
の
喧
噪
が
遠
く
な
り
、
聞
こ

え
な
く
な
っ
て
、
そ
こ
だ
け
別
空
間
の
よ
う
な

雰
囲
気
が
あ
り
、
作
品
ス
ト
ー
リ
ー
的
に
学
校

内
で
秘
密
基
地
を
作
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
の
で
、
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
天
体
ド
ー

ム
を
舞
台
に
し
よ
う
、
と
決
め
た
こ
と
で
、
ガ

ン
タ
や
イ
サ
キ
の
天
文
部
、
星
景
写
真
な
ど
の

展
開
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
夜
空
に
そ

れ
ほ
ど
興
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
作

品
が
き
っ
か
け
で
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
理
化
部
天
文
班
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。（
１

９
７
０
年
頃
の
部
活
名
）

　

現
在
の
天
文
台
は
２
代
目
で
す
。
初
代
は
１
９
６
９
年

に
落
成
し
た
新
校
舎
に
天
体
ド
ー
ム
だ
け
が
設
置
さ
れ
、

私
が
入
学
し
た
１
９
７
０
年
は
ま
だ
望
遠
鏡
は
設
置
さ
れ

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
学
校
屋
上
で
の
観

測
会
は
年
に
数
回
行
っ
て
い
て
、
泊
ま
り
が
け
と
本
格
的

な
活
動
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
計
画
書
を
出
し

て
、
保
護
者
と
担
任
の
許
可
を
も
ら
い
、
顧
問
の
先
生
の

付
き
添
い
の
も
と
大
好
き
な
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
年
後
、
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
望
遠
鏡
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
石
川
県
で
教
育
セ
ン
タ
ー
に

次
ぐ
設
備
と
き
い
て
い
ま
す
。
五
藤
の
12
・
55
㎝
、
８
㎝

の
屈
折
、
８
㎝
に
付
け
る
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
ア
ダ
プ
タ
ー
、

部
員
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な
機
材
で
し
た
。
毎
日
、
太

陽
黒
点
の
観
測
と
記
録
を
し
、
特
に
興
味
の
あ
っ
た
プ
ロ

ミ
ネ
ン
ス
（
太
陽
表
面
か
ら
数
千
〜
数
万
㎞
の
高
さ
に
あ

る
ガ
ス
体
。
皆
既
日
食
の
と
き
肉
眼
で
も
赤
い
炎
の
よ
う

に
見
え
る
。
紅
炎
〈
こ
う
え
ん
〉
と
も
い
う
。）
探
し
に

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
も
買
っ
て
も
ら

い
、
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
撮
影
に
成
功
。
月
刊
「
天
文
ガ
イ
ド
」

で
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
写
真
の
現
像

や
プ
リ
ン
ト
で
お
世
話
に
な
っ
た
写
真
店
の
店
主
に
は
学

生
だ
っ
た
私
に
真
剣
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
で
も
七
尾
高
校
天
文
班
で
し
た
と
い
う

後
輩
に
も
出
会
い
、
私
に
と
っ
て
は
今
で
も
輝
く
世
界
で

す
。
最
後
に
余
談
で
す
が
、
当
時
の
夜
の
観
測
会
が
き
っ

か
け
で
ロ
マ
ン
ス
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

盛
本
芳
久
（
高
25
）

望遠鏡を操作する盛本氏
1972 年 卒業アルバムより

週刊ビックコミックスピリッツ（小学館）連載中
単行本１巻～ 12 巻発売中

＜ＴＶアニメ放送中＞　　　　　　　　　　　　　　　　
　テレビ東京他／毎週月曜 24:00 ～　ＢＳテレ東／毎週月曜 24:30 ～　※石川県は、ＭＲＯ北陸放送／毎週木曜 25:25 ～
＜実写映画＞　令和 5年 6月23日全国ロードショーにて公開

主人公が通う学校に七尾高校がモデル校として描かれ、昨年には七尾市をはじめ校舎内でも映画の撮影が行われました。

この春から、のと鉄道七尾線（七尾～穴水間）でアニメのイラストが描かれたラッピング列車が走行しています！
詳細はアニメ公式ホームページでご確認ください。

第　44　号 令和 5年 5月（14）七　高　同　窓　会　だ　よ　り



七
尾
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

「
第
71
回
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
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し
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七
尾
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校
Ｐ
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が

「
第
71
回
全
国
Ｐ
Ｔ
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連
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石
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大
会
」
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を
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画
運
営
し
ま
し
た

第　44　号（15）令和 5年 5月 七　高　同　窓　会　だ　よ　り

　

令
和
４
年
８
月
25
日
・
26
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
第
71
回
全
国

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
石

川
大
会
が
「
輝
く
未
来
へ
の
礎
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

七
尾
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、「
第
３

分
科
会
」
の
企
画
運
営
を
保
護
者

お
よ
び
教
員
併
せ
て
21
名
で
担
当

し
、
約
7
3
0
名
の
来
場
者
を

迎
え
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
新
時

代
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
〜
ロ
ー

カ
ル
キ
ャ
リ
ア
が
育
む
未
来
の
働

き
方
・
生
き
方
」
と
し
て
、
地
域

に
関
わ
り
な
が
ら
働
き
、
地
域
の

人
や
資
源
を
生
か
し
共
創
す
る
こ

と
を
指
し
、
多
様
化
す
る
「
個
人

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
に
つ
い
て
の

学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
、

学
校
お
よ
び
地
域
が
な
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
話
題
提
供
の
後
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
講
師
３
名
と
と
も
に
、

全国の PTA 会員が石川大会に集合全国の PTA 会員が石川大会に集合

分科会趣旨説明をする分科会趣旨説明をする
津田晃 PTA 相談役津田晃 PTA 相談役

保
護
者
代
表
と
し
て
七
尾
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
山
岸
充
氏
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
分
科
会
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

用
い
て
来
場
者
が
ダ
イ
レ
ク
ト
にパネリストとして参加した山岸充 PTA 会長（右端）パネリストとして参加した山岸充 PTA 会長（右端）

運営に参加した七高ＰＴＡスタッフ運営に参加した七高ＰＴＡスタッフ

質
問
や
意
見
を
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
、
会
場
が
一
体
と
な
り
、「
活
き

た
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　Ｓｉｎｃｅ １９７１

 株式会社　能登経営センター
　
　★損害保険／生命保険 　給与計算・記帳等
　　Tel（0767）５２－６５７４　七尾市府中町



探究発表会（３年生）／７月

総体・総文壮行式／ 5月

遠足／ 4月

校内陸上競技大会／６月

インターンシップ報告会（２年）／９月
修学旅行／ 10月

校内球技大会／ 10月

理数科課題研究発表会／ 10月

NSH・SSH課題研究
合同発表会／ 12月

校内体操大会／２月

大学合格者数 （令和5年4月現在）

国立大学 合格者数
東 京 大 2
京 都 大 1
北 海 道 大 4
東 北 大 6
大 阪 大 3
神 戸 大 2
宮 城 教 育 大 1
秋 田 大 2
群 馬 大 1
埼 玉 大 2
お茶の水女子大 1
電 気 通 信 大 1
上 越 教 育 大 3
長岡技術科学大 1
新 潟 大 7
富 山 大 23
金 沢 大 33
福 井 大 2
信 州 大 1
滋 賀 大 1
和 歌 山 大 1
高 知 大 3
九 州 工 大 1
長 崎 大 1

合　計 103

公立大学 合格者数
はこだて未来大 1
会 津 大 1
福島県立医大 1
高 崎 経 済 大 1
横 浜 市 立 大 2
川崎市立看護大 1
富 山 県 立 大 2
石川県立看護大 3
公 立 小 松 大 3
福 井 県 立 大 3
都 留 文 科 大 1
長 野 県 立 大 1
岐 阜 薬 大 1
大 阪 公 立 大 2
兵 庫 県 立 大 2
岡 山 県 立 大 1
高 知 県 立 大 1
北九州市立大 1
名 桜 大 1
合　 　計 29

私立大学 合格者数
慶 応 大 2
東 京 理 科 大 1
中 央 大 1
法 政 大 1
明 治 大 4
立 教 大 1
早 稲 田 大 2
同 志 社 大 10
立 命 館 大 42
関 西 大 7
関 西 学 院 大 4
そ　 の　 他 464

合　計 539

 ご 寄 贈
（令和4年4月～令和5年3月）

高33期理事・木下義隆氏(左)から
第27代校長 大西誠氏(高33)に贈呈

●酢谷　琢磨（高15）
　　自著『七尾「山の寺」寺院群』（桂書房）
●三藤　観映（高17）
　　書『お母さん、ぼくが生まれてごめんなさい』
●高11期　寄付金
●高33期　
　　ディスプレイ（55インチ）一式
　　第34回新美南吉童話賞入選作品集
　　「赤いろうそく」18冊
●ボート部OB
　　姿見鏡１枚
　　ＳＲＤ（艇に足を固定する部品）２セット

第 44 号 令和 5年 5月（16）七　高　同 窓 会 だ よ り



橋本健汰さん、柴野恭輔さん、佐々木結夢さん、村井遥菜さん 亀允斗さん　　　　　　　　　　　　岡本真奈さん

日本動物学会の中部支部大会で
七尾高校生６人が中部最優秀賞を受賞！

　令和４年11月26日(土)、信州大学で行われた日本動物学会中部支部大会（松本大会）で、七尾高校理数科の２
年生６人が動植物の研究成果を発表しました。その研究内容や発表方法などが評価され、全員が最優秀研究発
表賞を受賞する快挙となりました。ポスター発表部門では、オジギソウ の部位ごとの一日周期の違いを研究し
た岡本真奈さんが受賞しました。村井遥菜さん、佐々木結

ゆ め

夢さん、柴野恭輔さん、橋本健汰さんは共同で、沖
縄県原産のチョウ「オオゴマダラ」が訪れる花の色の特徴を研究し、オオゴマダラが赤系統の花を訪れやすい
こと、全国的に比較し沖縄に赤色の花が多いことの関係性を調べました。また、口頭発表部門では、亀允

まさ と

斗さ
んが金沢大と連携して「アオリイ力の色素胞に対するホルンの作用」を研究し、受賞しました。
　七尾高校は全国で12校しかないＳＳＨ（スーパー・サイエンス・ハイスクール）の第Ｖ期指定校として、探
究活動をさらに推進していきます。

第 44 号（17）令和 5年 5月 七　高　同 窓 会 だ よ り

令和5年度　新旧学校長歓送迎会
　歴代校長、同窓会役員、ＰＴＡ役員の皆様にあたたかく見守られ、第27代校長 大西誠氏（高33）から第28代
校長 樋上哲也氏（高36）にバトンが渡されました。また、副校長 黒坂昭弘氏(高39)、教頭 青木信幸氏(高38)、
主幹教諭 藤澤恒氏(高41)が着任し、校長
を含めた全員が七尾高校同窓生となりま
した。（4月1日当校にて）



【陸上競技部】
☆全国高校総体出場
　女子5000ｍＷ
　川上優香
　予選１組19位　予選敗退

☆石川県高等学校総合体育大会
　男子やり投　　　　１位　柳川慎之助
　　　　　　　　　　３位　森田一成
　　　ハンマー投　　５位　青地貴大
　　　砲丸投　　　　４位　森田一成
　　　棒高跳　　　　８位　佐野敬一
　女子５０００ｍＷ　２位　川上優香
　　　七種競技　　　３位　池野ケイラ文
　　　ハンマー投　　８位　山形友香
　　　三段跳　　　　５位　播磨七海
　　　３０００ｍ　　７位　酒井優里
　　　七種競技　　　６位　宮崎心愛
☆北信越高等学校体育大会
　男子やり投　　　　９位　柳川慎之助
　　　　　　　　　　22位　森田一成
　　　ハンマー投　　24位　青地貴大
　　　砲丸投　　　　26位　森田一成
　女子５０００ｍＷ　４位　川上優香
　　　七種競技　　　17位　池野ケイラ文
☆石川県高等学校新人体育大会　兼 
　第64回石川県高等学校新人陸上競技大会
　男子やり投　　　　　2位　森田一成
　　　　　　　　　　　3位　柳川慎之助
　　　ハンマー投　　　3位　柳川慎之助
　　　円盤投　　　　　1位　森田一成
　女子５０００ｍＷ　　2位　川上優香
　　　棒高跳　　　　　3位　岡田美星
　　　　　　　　　　　4位　新江琉夏
　　　ハンマー投　　　3位　中泉心希
　　　３０００ｍ　　　4位　酒井優里
　　　七種競技　　　　1位　宮崎心愛
　　　以上8人10種目北信越新人大会出場
　男子棒高跳　　　　　7位　銭元勝大
　　　砲丸投　　　　　5位　森田一成
　　　八種競技　　　　6位　服部翔太
　女子３０００ｍ　　　8位　川上優香
　　　以上4人４種目8位入賞
　男子　フィールド1位、混成6位、総合8位
　女子　トラック8位、フィールド6位、混成1位、
　　　　総合8位
☆第27回北信越高等学校新人陸上競技大会
　男子円盤投　　　　　４位　森田一成
　女子５０００ｍＷ　　 7位　川上優香
☆第66回北陸陸上競技選手権大会
　男子やり投　　　　　13位　柳川慎之助
　女子５０００ｍＷ　　５位　川上優香
☆第77回国民体育大会(陸上競技)石川県予選会
　少年Ａ男子やり投　　1位　柳川慎之助
☆第36回石川県女子駅伝競走選手権大会
　兼　第34回全国高等学校女子駅伝競走
　石川県予選
　　９位　酒井優里・宮崎心愛・岡田美星・
　　　　　西住萌・川上優香
☆第41回能登ジュニア陸上競技選手権大会
　男子やり投　　　　　1位　森田一成
　　　円盤投　　　　　3位　森田一成
　　　ハンマー投　　　3位　笠間政成
　女子三段跳　　　　　2位　毛利彩音
　　　　　　　　　　　3位　大成逢生
　女子棒高跳　　　　　1位　岡田美星
☆第77回　石川県耐寒継走大会　七尾・中島大会
　○高校の部　第１部　七尾高校　４位
　　井村一陽・白井新大・銭元勝大・岩根光優
　○女子の部　一般・高校　七尾高校Ａ  １位
　　川上優香・中泉心希・妹尾瞳翠・宮崎心愛
　　　４人全員区間１位

　○女子の部　一般・高校　七尾高校Ｂ
　　途中棄権
　　岡田美星・清水楓來・髙間千華
【ＳＳＣ】
☆全国高校総文出場
　【物理部門】
　　テーマ「様々な条件下におけるダイラタン　
　　　　　　シー現象の抵抗力の変化について」
　　干場開晴・大田采音・森田結衣・細谷一心

　【地学部門】
　　テーマ「石の発光と石の硬度や含まれる鉱物
　　　　　　との関係」
　　大能侑惺・楠士門・長谷さくら・伊豆南美

☆高校生のための実験☆実習セミナー
　於：サイエンスヒルズこまつ　32名参加
☆スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会
　ポスター発表賞　長田愛純・大松美咲・
　　　　　　　　　星野遥音・松田一輝
☆第12回高校生バイオサミットin鶴岡
　優秀賞　 　　   示野安那・南優太・宮田愛彩・
　　　　　　　　宮元凛
　審査員特別賞　宮田愛彩
☆日本動物学会中部支部会
　最優秀口頭発表賞　　　亀　允人
　最優秀ポスター発表賞　岡本真奈
　最優秀ポスター発表賞
　　チョウ研究グループ
　　村井遥奈・佐々木結夢・柴野恭輔・橋本健汰
【放送局】
☆ＮＨＫ杯全国放送コンテ
スト出場
　朗読部門　上坂陽奈

☆第42回石川県高等学校
　総合文化祭
　【第69回ＮＨＫ杯全国高
　校放送コンテスト石川県
　大会】
　アナウンス部門　入選　　渡辺結奈
　朗読部門　　　　優良賞　上坂陽奈
☆石川県高校放送コンテスト新人大会
　アナウンス部門　入選　渡辺結奈
【吹奏楽局】
☆第70回石川県吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂ部門　金賞・石川県代表
☆第63回北陸吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂ部門　銅賞
☆石川県アンサンブルコンテスト
　口能登支部大会
　優勝・金賞　打楽器２重奏　白山敬大・福嶋 生

☆第57回石川県アンサンブルコンテスト
　高等学校の部　銀賞　打楽器２重奏
　　　　　　　　白山敬大・福嶋 生

【合唱部】
☆第30回石川県高等学校声楽コンクール
　優良賞　大坪美月・岡本真奈

【美術部】
☆第42回石川県高等学校総合文化祭
　高校生の美術展
　美術工芸部門　佳作　宮西希
☆第53回高校生対象デザインコンクール・マンガ
　コンクール
　ＣＧデザイン部門　　　　　入賞　髙田麗依
　ポストカードデザイン部門　入賞　宮西希
☆第22回北陸三県　絵画・デザイン
　ハイスクール選手権
　奨励賞　近間光紗
　佳　作　曽根若奈
【文芸部】
☆第７回高校生万葉短歌バトルin高岡
　本選出場　【ベスト８】
　　　　　　　鯰田樹璃・宮田菜々子・沢田玲奈
☆石川県高文連文芸部主催
　文芸作品コンクール
　詩部門　　　優良賞　鯰田樹璃
　俳句部門　　佳　作　宮田菜々子
　散文部門　　佳　作　鯰田樹璃
　　　　　　　　　　　宮田菜々子
【書道部】
☆第42回石川県高等学校総合文化祭
　高校生の美術展
　書道部門　優良賞　浦優衣佳
☆石川県高等学校文化連盟高校生の書道展
　優秀賞　高田もえ
　優良賞　佐々木結夢・髙木悠衣
　佳　作　三宅友香
【茶道部】
☆石川県高文連茶道部総文茶会担当
　半東担当：岡山美穂
　お点前担当：中島亜衣子
　受付・案内・お運び等おもてなし担当：茶道部員
【弁論部】
☆第42回石川県高等学校総合文化祭弁論部門
　兼　第71回石川県高等学校「私達の主張」
　発表大会
　優秀賞　鯰田樹璃
※来年度、全国総合文化祭（鹿児島大会）
　　弁論部門、石川県代表として参加決定
　　優良賞　佐竹十和子
【外国語研究部】
☆第17回高文連英語部英語スピーチコンテスト
　入賞　石島彩羽

白飯、炊き込みご飯、すし飯
弁当、オードブル、すし盛り合わせ等々
ご飯のことならなんでも・・・・。

有限会社　和 倉 炊 飯
多田　朗　（高25回生）

七尾市石崎町ヨ部17-2
Tel 0767-62-1330　Fax 62-8331



【野球部】
☆第146回北信越地区高等学校野球石川県大会
　１回戦　七尾２―３小松商業
☆第104回全国高等学校野球選手権石川大会
　１回戦　七尾11―２七尾東雲・宝達・加賀
　２回戦　七尾１―０小松明峰
　３回戦　七尾２―４遊学館
☆第147回北信越地区高等学校野球石川県大会
　２回戦　七尾０―７航空石川
【空手道部】
☆石川県高等学校総合体育大会
　女子団体形　３位
　男子個人形　ベスト８　秋元隆麿
☆北信越高等学校体育大会空手道競技会
　女子団体形　19.06点　Round1敗退
　男子個人形　秋元隆磨　20.66 点 Round1敗退
☆石川県高等学校空手道新人大会
　女子団体組手　3位
　女子団体形　　3位
　男子団体形、女子団体組手、女子団体形
　 　【北信越大会出場】
☆第36回北信越高等学校空手道新人大会
　女子団体組手　七尾０―５新潟　一回戦敗退
　男子団体形　18.00点　Round 1敗退
　女子団体形　19.34点　Round 1敗退
【剣道部】
☆第69回四高旗並びに金大旗争奪石川県高等学校
　春季剣道大会兼第24回金沢大学学長杯
　女子　七尾―金沢桜丘　大将戦敗北　ベスト８
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子団体　　ベスト８
　女子団体　　ベスト８
　女子個人戦　ベスト８
　　　　　　　宮田愛彩【北信越大会出場】
☆北信越高等学校剣道大会
　女子個人　　宮田愛彩　２回戦進出
☆石川県高等学校新人剣道大会
　男子団体戦　３位
　　【北信越新人剣道大会出場】
　女子団体戦　ベスト８
☆北信越高等学校剣道新人大会　兼
　第32回庄川清流杯北信越高等学校剣道新人大会
　男子団体戦　３位
　　　　　　　辻俊乃介・畑田幹太・竹森朱理
　　　　　　　田邉太陽・番坂昊生
【バレーボール部】
☆石川県バレーボール祭【高校の部】
　男子　１回戦　七尾２―０金沢西
　　　　２回戦　七尾２―０小松工業【不戦勝】
　　　　準決勝　七尾０―２小松大谷　３位
　女子　１回戦　七尾２―０北陸学院
　　　　２回戦　七尾０―２金沢学院　ベスト16
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子　七尾１―２小松
　女子　七尾０―２金沢二水
☆第75回全日本バレーボール高等学校選手権大会
　石川県大会
　男子　１回戦　七尾２―０輪島
　　　　２回戦　七尾０―２県立工業
　女子　１回戦　七尾０―２寺井・小松市立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【棄権】
☆石川県高等学校新人バレーボール大会
　男子　1回戦　七尾２―０金沢二水
　　　　2回戦　七尾２―０小松明峰
　　  準々決勝　七尾０―２県立工業　ベスト８
　女子　1回戦　七尾２―０羽咋
　　　　2回戦　七尾０―２金沢商業
【ソフトテニス部】
☆石川県高等学校ソフトテニス春季大会
　男子　　　ベスト８　山辺泰世・山道悠生
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子個人　ベスト16　山辺泰世・山道悠生
　女子団体　２回戦敗退
☆石川県高等学校選抜ソフトテニス大会
　男子団体戦　1回戦　七尾０―２鵬学園
　男子個人戦　山道悠生・塚本雲匠　ベスト８
　　　　　　　【北信越選抜インドア大会出場】
☆石川県高等学校選抜ソフトテニス大会
　女子団体戦　２回戦　七尾１―２石川高専
　女子個人戦　濱道麗央菜・宮腰光里　ベスト16
☆石川県高等学校ソフトテニス新人大会
　女子団体戦　1回戦　七尾３―０金沢泉丘
　　　　　　　2回戦　七尾２―０鹿西
　　　　　  準々決勝　七尾０―２小松大谷
　　　　　　　　　　　ベスト８
　女子個人戦　濱道麗央菜・新谷心和ベスト16
☆第47回北信越高等学校選抜ソフトテニス大会　
　兼　第48回全日本高等学校選抜ソフトテニス大
　会　北信越予選会

　第35回北信越高等学校ソフトテニス選抜インド
　ア大会
　男子　個人戦　山道悠生・塚本雲匠　ベスト８
【卓球部】
☆石川県高等学校総合体育大会
　団体　　　　男子２回戦　七尾０―３県立工業
　　　　　　　女子１回戦　七尾１―３金沢桜丘
　ダブルス　　男子ベスト32
　　　　　　　山本凌琉・福岡碧渡
　シングルス　男子ベスト64　山本凌琉
　　　　　　　女子ベスト32　柳谷萌果、松本緋菜
☆中部日本卓球選手権大会出場
　　　　　　　柳谷萌果、松本緋菜
☆石川県高等学校新人卓球大会
　男子団体　２回戦　七尾０―３県立工業
　女子団体　２回戦　七尾３―１田鶴浜
　　　　　　３回戦　七尾０―３遊学館　ベスト８
　男子ダブルス　
　　　　　　福岡碧渡・山本凌琉　ベスト16
　男子シングルス　山本凌琉　ベスト32
　【北信越高等学校選抜卓球大会出場】
☆第50回北信越高等学校選抜卓球大会
　男子シングルス　山本凌琉
　予選リーグ２勝２敗（3位）　予選敗退
【バドミントン部】
☆第48回能登地区高等学校バドミントン選手権大会
　男子団体　　　七尾Ａ準優勝、七尾Ｂ ３位
　　ダブルス　３位　　　岸綾人・滝井宥登
　　　　　　　　　　　　階戸淳平・横山大誠
　　　　　　　ベスト８　崎田拓峰・輪瀬一馬
　　　　　　　　　　　　延田隆治・髙尾英志
　　シングルス　ベスト８
　　　　　　　階戸淳平、輪瀬一馬、芳田湧樹
　女子団体　　七尾Ａ準優勝
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子団体　　ベスト８
　　　２回戦　七尾３―０金沢龍谷
　　　３回戦　七尾３―０輪島
　　　４回戦　七尾１―３鵬学園
　ダブルス　　ベスト32　階戸淳平・横山大誠
　　　　　　　　　　　　崎田拓峰・輪瀬一馬
　シングルス　ベスト32　横山大誠
　女子団体　　１回戦敗退
☆石川県高等学校新人バドミントン選手権大会
　男子　団体　2回戦　七尾２―０翠星
　　　　　　　3回戦　七尾２―０金沢龍谷
　　　　　　　4回戦　七尾０―２金沢学院大附属
　　　　　　　　　　　ベスト8
　ダブルス　　　　　　ベスト16
　　　　　　　　　　　（延田隆治・輪瀬一馬）
　　　　　　　　　　　ベスト32
　　　　　　　　　　　（橋場勇心・真鶴優輝）
　シングルス　　　　　ベスト16 　輪瀬一馬
　　　　　　　　　　　ベスト32 　延田隆治
【サッカー部】
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子　２回戦　七尾０―６金沢市立工業
　女子　準決勝　七尾１―６金沢伏見
☆石川県高等学校新人体育大会サッカー競技
　男子　七尾・飯田０―６星稜
　　　　七尾・飯田０―６県立工業
　　　　七尾・飯田０―１金沢伏見
　　　　　　　　　　　　予選リーグ敗退
　女子　七尾０―０金沢伏見
　　　　七尾０―２野々市明倫・金沢二水合同
　　　　七尾０―７星稜
　　　　七尾０―１金沢市立工業　リーグ戦５位
☆第31回全日本高等学校女子サッカー選手権　　
　大会石川県大会
　女子　七尾０―１金沢伏見
　七尾・飯田０―１金沢伏見　予選リーグ敗退
【バスケットボール部】
☆石川県バスケットボール大会【第48回張江杯】
　男子　１回戦　七尾139―34小松市立
　　　　２回戦　七尾92―58遊学館
　　　　３回戦　七尾56―52金沢泉丘
　　　準々決勝　七尾43―93金沢
　女子　１回戦　七尾78―37金沢龍谷
　　　　２回戦　七尾47―60小松商業
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子　団体３位　大会ベスト５　本田知也
　　　　県優秀選手　谷渡聖
　女子　七尾46―70小松商業
☆北信越高等学校バスケットボール競技会
　男子　七尾53―87東海大諏訪
☆第75回石川県高等学校バスケットボール選手権
　大会
　女子　２回戦　七尾20―０飯田【棄権】
　　　　３回戦　七尾59―121津幡　ベスト16

☆石川県高等学校新人バスケットボール大会
　女子　2回戦　七尾121―13金沢伏見
　　　　3回戦　七尾56―62県立工業
　　　　　　　　ベスト16

【水泳部】
☆全国高校総体出場
　男子50ｍ自由形
　2位　大江　竜生
　16位（B決勝第８位）
☆石川県高等学校総合体育大会
　男子競泳総合　６位
　男子400ｍメドレーリレー
　　　　　　　５位【北信越出場】
　　　200ｍ背泳ぎ
　　　　　　  ３位　南　耕大【北信越出場】
　　　200ｍバタフライ
　　　　　　  ７位　塚凜太朗【北信越出場】
　　　200ｍ平泳ぎ
　　　　　　  ７位　堂後輝能【北信越出場】
　　　　　　  ８位　髙匡一郎【北信越出場】
　　　50ｍ自由形
　　　　　　２位　大江竜生
　　　　　　　　　　【大会新、北信越出場】
　100ｍ自由形　　１位　大江竜生【北信越出場】
　100ｍ背泳ぎ　　４位　南　耕大【北信越出場】
☆第55回北信越高等学校選手権水泳競技大会
　男子50ｍ自由形　３位　大江竜生
　　 100ｍ自由形　５位　大江竜生
☆第68回石川県高等学校新人水泳競技大会
　男子50ｍ自由形　2位　大江竜生
　　 100ｍ自由形　2位　大江竜生
　　　50ｍ背泳ぎ　3位　南　耕大
　　 100ｍ背泳ぎ　3位　南　耕大
【ボート部】
☆全国高校総体出場
　男子舵手付クォドルプル
　柳澤一心、田邊海輝　綿谷結太
　能戸日那汰、東悠　　敗者復活４位

☆石川県高等学校総合体育大会
　男子ダブルスカル
　　　　　　３位　　川田龍太郎・星野遥音
　男子舵手付きクォドルプル　１位
　　　　　　柳澤一心・田邊海輝・綿谷結太・
　　　　　　能戸日那汰・東悠
　女子ダブルスカル
　　　　　　３位　新谷真凛・大湯陽香
　女子舵手付きクォドルプル　２位
　　　　　　飯室朱織・北出美優・寺岡美咲・
　　　　　　山田彩乃・上杉蒼生
☆北信越高等学校体育大会ボート競技
　男子舵手付きクォドルプルＢ決勝進出
　　　　　　柳澤一心・田邊海輝・綿谷結太、
　　　　　　能戸日那汰・東悠
　女子舵手付きクォドルプルＡ決勝進出
　　　　　　飯室朱織・北出美優・寺岡美咲・
　　　　　　山田彩乃・上杉蒼生
☆石川県高等学校新人体育大会ボート競技
　男子シングルスカル　2位　藤田恵次郎
　男子ダブルスカル　　2位　能戸日那汰、東悠
　男子舵手付きクォドルプル
　　3位　上田朔太郎・窪悠真・福多昌吾・
　　　　　政氏克善・坪田泰城
　女子舵手付きクォドルプル
　　3位　上杉蒼生・松本紗綾・中嶋あこ・
　　　　　羽石真奈美・輪瀬ゆづな
　男子シングルスカル、ダブルスカル
　以上２クルー中部高校選抜競漕大会出場権獲得

令和４年度 部活動大会成績
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Ｃ

藤
山　

晋
至

①
31
Ｈ
担
任
（
国
語
）

②
探
究
課

③
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
、

　

Ｓ
Ｓ
Ｃ

網
谷　

亮
佑

①
32
Ｈ
担
任
（
地
歴
公
民
）

②
総
務
課

③
野
球
部

合
田　

怜
史

①
34
Ｈ
担
任
（
数
学
）

②
進
路
指
導
課

③
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

Ｓ
Ｓ
Ｃ

福
原　

和
樹

①
33
Ｈ
担
任
（
英
語
）

②
生
徒
課

③
放
送
局

山
本　

一
博

①
35
Ｈ
担
任
（
理
科
）

②
３
年
学
年
主
任
、
進
路
指

導
課
、
教
育
相
談
課

③
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、

Ｓ
Ｓ
Ｃ

池
田　

智
恵

①
36
Ｈ
担
任
（
数
学
）

②
探
究
課

③
陸
上
競
技
部
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

辰
巳　

佑
子

①
31
Ｈ
副
担
任
（
英
語
）

②
教
育
相
談
課
主
任

③
書
道
部
、
写
真
部
、
美
術
部

近
間　
　

強

①
31
Ｈ
副
担
任（
地
歴
公
民
）

②
総
務
課

③
郷
土
研
究
部
、
弁
論
部
、

外
国
語
研
究
部

中
西　

外
幸

①
32
Ｈ
副
担
任
（
保
健
体
育
）

②
総
務
課
、
生
徒
課

③
陸
上
競
技
部

橋
谷　

広
司

①
32
Ｈ
副
担
任
（
数
学
）

②
総
務
課

③
空
手
道
部
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

濱
岡　

駿
一

①
33
Ｈ
副
担
任
（
国
語
）

②
探
究
課

③
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

髙
橋　

潤
哉

①
34
Ｈ
副
担
任
（
理
科
）

②
総
務
主
任

③
卓
球
部
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

至
極　

英
代

①
34
Ｈ
副
担
任
（
保
健
体
育
）

②
生
徒
指
導
主
事

③
剣
道
部

笠
間　

路
行

①
35
Ｈ
副
担
任
（
英
語
）

②
総
務
課

③
弁
論
部
、
郷
土
研
究
部
、

外
国
語
研
究
部
、
ボ
ー
ト

部谷
野　

智
了

①
36
Ｈ
副
担
任
（
理
科
）

②
探
究
課

③
ボ
ー
ト
部
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ

Sebastian Scott

①
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
）

M
ark Benham

①
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
）

山
崎　
　

航

①
（
家
庭
）

高
木　

義
雄

①
（
理
科
）

上
田　

昭
子

①
芸
術
（
音
楽
）

横
地　

紀
子

①
芸
術
（
書
道)

事
務
長

滝　
　
　

渉

主
査川尻　

正
章

主
任
主
事

眞
田　

瑞
穂

業
務
主
任

島
田
富
紀
夫

司
書谷内　

篤
子

事
務西田　

新
治

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

林　
　

広
夏

学
務村田

み
ゆ
き

学
務渡辺　

圭
子

同
窓
会
事
務

谷
内
真
喜
子

購
買下橋

奈
津
子
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【
高
校
歴
代
校
長
】

　

福
島　

則
明

【
高
校
・
分
校
旧
職
員
】

　

本
多　

郁
夫

【
高
校
旧
職
員
】

中
村　

良
郎

田
畠　

健
一

楠　
　

武
志

柿
島　

誠
一

越
野　

兵
司

山
口　

智
子

松
浦　

顕
雄

山
本　

恵
子

屋
敷　

秀
樹

岡
島　

光
代

宮
嵜　

宏
正

伊
関　

健
二

【
中
38
】

　

圓
山　

義
一

【
中
40
】

　

坂
井　
　

溥

【
中
41
】

　

猪
子　

外
男

　

山
岸　

善
一

【
中
43
】

　

萬
谷　

和
雄

【
中
44
】

　

曲　
　
　

清

　

村
本　
　

弘

　

安
野　
　

明

【
中
45
】

　

瀬
戸　

悦
夫

　

守
友　

恒
明

【
中
46
】

　

杉
本　

昌
造

　

谷　
　

為
之

　

長
峰　

和
人

　

田
中　

三
郎

【
中
47
】

石
川　

秀
市

小
林
富
士
男

後
藤　

由
雄

岩
崎　

志
郎

丹
後　

安
治

【
中
48
】

　

稻
葉　
　

健

【
女
26
】

　

清
水　

よ
し

【
女
29
】

　

関
本　

和
子

【
女
31
】

　

山
本
み
の
る

　

林　
　

昭
子

　

土
谷
か
ず
子

【
女
32
】

　

神
谷
ま
す
み

【
女
34
】

横
山　

明
子

北
原　

成
子

坂
井
志
げ
子

橘　

喜
江
子

【
高
１
】

鹿
江　

幹
雄

牧　
　

一
夫

浜
本　

信
久

【
女
35
】

古
屋　

洋
子

杉
森　

貞
子

大
河
喜
代
榮

【
高
２
】

田
尾　

明
子

木
下　

成
一

北
口　

耕
三

小
山　

元
也

春
成　
　

保

松
下　
　

健

浜
岡　

順
子

【
高
３
】

小
竹　
　

耕

清
水
与
志
子

堀
川　

六
子

津
田　

兵
衞

永
谷　

佳
久

西
島　
　

惇

橋
本　

松
雄

小
暮　

松
枝

島
田　

和
子

米
島　

誠
一

【
高
４
】

日
種　

貞
子

大
谷
内
久
憲

岡
田　

幸
雄

皆
見　

洋
子

甲　
　

睦
夫

道
善　

敏
雄

橋
本　
　

隆

藏　
　
　

實

高
位　

敏
枝

安
田
十
百
千

三
輪　

吉
雄

米
田　
　

昭

【
併
２
】

　

小
島　

節
子

【
高
５
】

稲
村　

秀
子

中
島　

晶
子

北
谷　

貞
延

北
原　

末
松

小
山　

正
志

小
山　
　

齊

佐
野　

藤
造

山
形　

和
子

高
沢　
　

至

出
﨑　

允
也

鳥
毛　

之
夫

春
成　
　

泰

村
田
ヤ
ス
子

松
本　

博
雄

守　
　

亮
一

山
岸　
　

弘

山
田　
　

猛

【
高
６
】

濱
﨑　

靜
子

飯
田　

悦
子

三
戸　

洋
子

阿
部　

保
子

受
川　

則
子

扇
谷　

吉
彰

奥
井　

信
夫

山
本　

和
子

假
名
田　

孝

叶
田　

幹
雄

本
多　

静
枝

山
原　
　

宏

木
本　

峰
生

櫻
井　

瑞
彦

木
元
真
喜
子

高
田　
　

昉

田
宅　

廣
行

徳
沢　
　

清

通
次　

貞
之

北
村　

幹
子

平
野　

忠
男

新
井　

日
湛

荻
野　

一
江

依
田　

幸
二

浅
井　
　

治

今
井
禮
次
郎

山
崎　

貞
一

山
﨑　

太
𠮷

菊
谷
ま
さ
子

坂
口
富
美
子

田
中
八
重
子

横
山　

洋
子

【
高
７
】

伊
豆　
　

修

守
友　

弘
子

永
福　

無
蘭

岡
田
寿
美
子

酒
井　

隆
惠

櫻
木　
　

博

佐
原　

吉
博

門
村
冨
士
夫

菅
田　

晋
平

前
田　

邦
彦

髙
森　

儀
博

高
柳　

輝
親

伊
賀　

信
子

中
川　
　

奏

中
川　

高
治

大
泉
久
美
子

新
田
喜
久
男

新
田　

倫
明

番
匠　

孝
造

中
出　

信
子

古
木　

利
一

水
口　

浩
信

吉
沼　

光
代

石
垣　

龍
子

安
岡　

信
子

渡　
　

洋
子

木
森　

秋
子

北
山　

一
子

【
高
８
】

有
賀　
　

修

川
崎
外
志
子

谷　

志
満
子

表　
　

洋
江

河
洲　

光
男

川
村　

慶
一

神
戸　

宏
和

小
林　

良
子

大
島　

右
子

白
数　

英
子

左
順　

厚
子

須
原　

晟
雄

諏
訪　
　

秀

中
山
百
合
枝

滝
川　

勝
男

上
嶋　

佳
子

田
中　

敏
雄

松
浦　

外
美

種
谷　

勇
夫

米
村　
　

晋

鳥
木　
　

茂

長
堀
伊
津
子

畠
中　

清
松

坂
本　

勝
子

府
和
正
一
郎

堀
井　
　

繁

小
山　

勝
子

村
本　

勝
夫

杉
藤
喜
美
子

山
下　

俊
郎

山
本　

浩
司

山
本　

一
二

吉
野　
　

了

市
井　

紀
代

叶
田　

光
子

山
原　

信
娃

【
高
９
】

花
岡
美
智
子

飯
田　
　

満

今
井　

清
男

木
本　

陽
子

廣
島　

孝
子

黒
田　

武
子

岡　
　

幸
治

尾
形　

弘
之

杉
本　

紘
子

城
守　
　

薫

桂　
　

撤
男

大
西　

良
子

小
田
島
雅
子

立
野　

清
江

朽
木　

明
暁

櫻
井
ハ
ル
ミ

清
水　

義
一

奥
田
栄
美
子

杉
本　

亮
子

佐
野　

邦
子

竹
田　

清
久

田
中　

弘
之

谷
口
清
二
郎

柴
野
久
仁
子

戸
部　

信
六

中
田　
　

惇

村
井　

昭
吾

中
川　

清
栄

沢
田
美
津
子

橋
本　

忠
剛

畑　
　

孝
造

樋
爪　

和
一

細
江　

武
雄

本
殿　

謙
次

菅
田　

静
子

水
野
石
太
郎

室
木　

勝
彌

西　

喜
美
子

安
田　
　

保

矢
田　

勝
二

山
﨑
由
利
江

濵
田　

和
子

扇
谷　

静
恵

末
吉　

和
子

打
越　

信
子

藤
士
和
加
子

【
高
10
】

井
田　

正
従

中
川　

明
代

水
上
喜
久
美

青
木　

政
俊

中
屋
美
来
子

佐
藤　

一
郎

島
田　

恭
子

武
田　

純
一

武
元　

文
平

谷
口　

元
章

乙
谷　

晶
子

松
浦　

正
武

松
沢　

博
康

水
株　

正
紀

水
上　
　

章

南
屋　

琢
夫

宮
田
也
寸
子

三
輪　

晃
一

森
田　

和
夫

柳　
　

孔
明

田
中　

道
子

山
本　

武
志

国
田
美
奈
子

鍋
屋
美
佐
子

鈴
木　

孝
子

市
橋　

幸
子

川
崎　

幸
子

【
高
11
】

姥
浦　

昭
二

梅
木　
　

繁

浦　
　
　

敦

山
形　
　

博

川
江　
　

弘

小
町　

清
彦

坂
口　

竜
介

佐
々
木　

洋

柴
田　
　

寿

北
野　

慶
嗣

田
方　

英
行

高
松　
　

力

高
宮　
　

彦

滝
野　

辰
男

立
川　
　

渉

坂
下　

成
紘

出
村　

秀
孝

徳
永
寿
紀
一

中
谷　

晴
代

登
美　

紀
男

古
木　

優
子

丹
後　

誠
仁

西
村　

邦
夫

橋
本　
　

齊

廣
里
仙
十
郎

不
動
田
幹
雄

飯
原　

洋
子

古
田　

精
一

松
木　
　

進

松
本　
　

浩

元
橋　

範
子

山
口　

邦
夫

吉
村　

武
夫

成
生　

治
子

此
下　

節
子

種
谷　

槙
子

新
出　

悦
子

横
川
紀
代
子

松
本　

繁
子

今
井
美
智
子

山
原　

昌
娃

【
高
12
】

石
岡　

敦
子

板
谷　

外
良

稲
邑　

明
也

岩
浜　

俊
男

石
川　

房
美

假
名
田
香
苗

川
島　
　

力

冨
田　
　

武

毎
田　

悦
子

草
間　

哲
男

坂
井　

幸
雄

左
古　

道
雄

佐
々
木
重
規

出
口　

陽
子

多
村　

勝
彦

豊
蔵　

信
夫

川
村　

淑
子

宮
下
外
茂
子

西
村　

孝
之

石
原
さ
ち
子

的
場　

式
子

麸
谷　

芳
正

松
田　

俊
雄

野
上　

則
子

村
田　

義
次

和
渕　

節
子

高
沢　

紀
子

山
口　
　

勉

横
山　

秀
男

杉
野　

昭
江

高
田
久
美
子

佐
原
由
紀
子

徳
永　

豊
子

【
高
13
】

ジ
ャ
メ
ン
ツ
登
三
子

石
島　

正
則

今
井　

武
司

上
野　

一
男

橋
本　

裕
子

大
橋　

雅
広

大
林　

重
治

小
川
他
加
男

加
賀　

康
平

小
林
智
恵
子

坂
下　

禮
子

坂
本
加
代
子

清
水
弥
寿
男

遠
藤　

寿
子

外
谷　

與
生

田
坂
ま
す
み

高
山　
　

豊

田
辺　
　

彰

金
森　

清
明

浅
野
佐
和
子

永
井　
　

進

長
岩　

勇
二

清
水
詢
二
郎

中
濱　

耕
平

古
田　

敏
子

神
田　

弘
子

硲　
　

初
美

倉
田
美
智
子

原　
　

栄
一

藤
澤　
　

勝

長
田　

栄
子

今
村　

七
郎

堀
岡　

敏
幸

間
地　

節
男

松
谷
恵
美
子

一
瀬　

早
苗

松
浦　

幸
子

宝
田
美
智
子

本
多　

洋
子

石
田　
　

了

矢
田　
　

歩

山
口　

久
男

寛
永　

幸
子

山
元　

広
隆

米
田　

嘉
孝

大
谷　

秀
子

谷
口
百
合
子

森
谷　

清
子

石
倉　

雅
子

豊
秋　

怜
子

畠
山　

和
子

若
狭　

文
栄

松
本　

芳
枝

水
口　

光
枝

【
高
14
】

新
屋　

春
雄

西
村
由
紀
子

礒　

嘉
都
俊

上
村　
　

実

竹
本　

信
子

近
江　

隆
司

河
原　

政
裕

谷
口
美
智
子

宮
﨑　
　

博

野
田　

利
常

佐
々
木
信
子

武
田　

靖
一

武
元　

伸
次

北
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典
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岡
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岡
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潔
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憲
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光
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仲
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仲
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櫛
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５
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33
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）

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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※
印
は
高
校
現

　

職
員
で
す
。

　
（
令
和
５
年
４
月
現
在
）



令和５年度の同窓会開催予定

関 西 同 窓 会
日時　令和5年5月21日(日)　12:00～15:00　
会場　ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪
　　　〒530-0004　大阪府大阪市北区堂島浜1-3-1　☎06-6347-1112
会費　10,000円（第66～71期　5,000円　第72～75期　2,000円）

中能登同窓会 日時　令和5年5月28日(日)　11:00～　　　　会場　料亭「かめや」
会費　・男性 5,000円　・女性 4,000円　　　石川県鹿島郡中能登町高畠　☎0767-77-1522

関 東 同 窓 会

日時　令和5年6月24日(土)　受付11:30　開始12:00
会場　アルカディア市ヶ谷(私学会館)　3階富士の間
　　　〒102-0073　東京都千代田区九段北4-2-25　☎03-3261-9921
　　　〈地下鉄有楽町線・南北線〉「市ヶ谷駅」A1-1出口　　〈JR中央線・総武線〉(各駅停車)「市ヶ谷駅」　
　　　〈都営新宿線〉「市ヶ谷駅A1-1またはA4出口　＊各出口から徒歩2分
会費　・男性 10,000円　・女性 8,000円
　　　・高64期生以降の方 5,000円　　・大学院生 5,000円　　・現役大学生2,000円

七尾高校同窓会 日時　令和５年９月24日(日)　・総会11:30～　・懇親会12:30～
会場　和倉温泉「あえの風」　石川県七尾市和倉町　☎0767-62-3333

中 京 同 窓 会 日時　令和5年10月22日(日)　12:00～15:00
会場　ルブラ王山　〒464-0841　愛知県名古屋市千種区覚王山通8-18　☎052-762-3151 

富 山 同 窓 会 日時　令和５年11月5日(日)　11:30～
会場　富山県民会館　　〒930-0006 富山県富山市新総曲輪4-18　☎076-432-3111

志 賀 町 同 窓 会 令和6年3月開催予定（1月下旬に案内予定）
※同窓会開催につきましては、社会情勢によりやむなく中止となる場合がありますので、
　七尾高校同窓会ホームページにてご確認ください。（https://nanakou.jp/）
※お問い合わせは、各地区同窓会事務局または七尾高校同窓会事務局
　（☎0767-52-3376またはEメール：honbu@nanakou.jp）までご連絡ください。

第 44 号 令和 5年 5月（24）七　高　同 窓 会 だ よ り

■発行　令和５年５月　■発行者　石川県立七尾高等学校同窓会　■題字　清水　聖鵬（高９）　■編集委員会　大岩　為一（高17）・林　寿嗣（高48）・青木秀悟（高53）
〒926-0817  石川県七尾市西藤橋町エ1番地1  Tel（0767）52－3376  Fax（0767）52－3376  E-mail:honbu@nanakou.jp  ホームページ:https://nanakou.jp/

　

第
44
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
３
年
間
各
地

区
の
総
会
等
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
窓
会
誌
も
各
期

別
の
近
況
報
告
が
減
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
３
月
頃
よ
り

色
々
な
感
染
対
策
が
緩
和
さ
れ
、
同
窓
会
の
動
き
も
活
発
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

編
集
後
記
を
第
29
号
か
ら
書
き
続
け
て
16
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
回
も
無
事
発
行
で
き
る
事
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
事
務

局
担
当
の
皆
さ
ん
や
編
集
委
員
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　

ま
た
発
行
に
あ
た
り
、
同
窓
生
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
の
お
か
げ
で
毎
年
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
だ
よ
り
の
特
集
に
ご
希
望
事
項
が
あ
れ
ば
事
務
局

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

編
集
長　

大
岩　

為
一
（
高
17
）

  運営協力金拠出のお願い  運営協力金拠出のお願い
昨年は多大なご支援を頂き役員一同深く感謝申し上げます。活用内容と
いたしましては、以下のとおりです。
・母校への支援（部活動・スーパーハイスクール事業等）
・地区同窓会や期別同窓会への活動支援
・会報「七高同窓会だより」の毎年発行等
大切に使わせて頂いております。同窓会および母校のさらなる発展と未
来を担う人材育成のためのご支援を引き続きお願い申し上げます。

≪払い込み方法≫
１．郵便局（ゆうちょ銀行）からの払い込みは、会報と同封しました払込取扱票をご利用ください。
　【ゆうちょ銀行よりお知らせ】令和4年1月17日から、払込人は現金での払い込みに110円の手数料がかかります。
　　通帳・カードを利用し口座から払い込む場合手数料は無料です。
２．郵便局以外の金融機関（銀行、信金）からの払い込みについては、各金融機関所定の用紙をご利用ください。
　　ネットバンキングからの送金もご利用いただけます。
※いずれの場合も、ご依頼人・通信欄にはご氏名・卒業回（期）の記入をお願いします。また、払込手数料をご負担ください。

金融機関名：ゆうちょ銀行
店番：079
店名：〇七九店（ゼロナナキュウ店）
口座番号：当座　0039019
加入者名：石川県立七尾高等学校同窓会

金融機関名：のと共栄信用金庫　本店営業部

口座番号：普通　3053934
口座名：石川県立七尾高等学校　同窓会一般会計
　　　　代表　滝　　渉

払 込 取 扱 票
払込金受領証

通常払込

料金加入

者 負 担


